


心 の 糧
十二使 徒会補助

ヘ ン リー ・Ｄ ・テ イ ラー

主 はあ る人 々に大 いなる信仰 の力 を有 し， それを行使す るた めの賜物 と能 力を付与
された。 ヘ ンリー ・Ａ ・、デ ィクソンはその １人で ある。結婚 して多 くの

子供 を抱 えていたに もか かわ らず，彼 は大管長会よ りイ ギ リスへの伝 道の召 しを受

ける と， いささか のため らい も見せず，その召 しを受けた。 ３人 の同僚 と共 にデ ィ

クソン長老 はニューフ ァゥン ドラン ドのセ ン トジ自ン島よ り汽船 ア リゾナ号 に乗 り

込 んだ。

途中す さま じい嵐に出会い，宣教師 たちは就寝前 の祈 りの準備 を して いると，船

全体を揺 り動かすよ うな激 しいシ ョックを感 じた。急 いで 甲板 に出てみ ると響全速

力で航行 していた船 は巨大 な氷 山に激突 していた。船首 に大 きな穴が あき，吃水線

にまで及 んでいた。 もし海が隠やかで あれ ば，約 ２５０マイル離 れた一番近 い港 まで

運航 で きるのだが と船長 が話 した。

風 と嵐 ぱいっ こうにおさま らなか った。 ディクソン長 老は眠れずに何 時間 も横 に

なって いたが，やがて起 き上 が ると， 服をつけ， 甲板 の方に歩 いて行 った。 デ ィク

ソ ン長老 はまっ くらな海 に向か って １人立つ と，謙 遜にな り，大 きな信仰 を抱 いて

聖 なる神権 の権能に より，波 を叱責 し，静 まるよ う命 じた。

３６時間後，船はセ ン トジ ョン港 に帰港 し， ドックに入 った。 デ ィクソン長老が約

束 した通 り， １人 の死者 も出なか った。

船主のガ イオ ン氏 が事故 の模様 を聞 き， モルモ ンの宣教師 たちが乗船 して いたこ

とを知 って， このよ うに言 った。 「全 く心配 していませ んよ。私 の船 はモル モンの

宣教師を４０年間運 んでいます。 そ してモルモ ンの宣教師 を乗せ た船が沈没 した こと

は，一度 もありませんで したか ら。」
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闇 よ り 出 で て

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リズ ト教会大 管長

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミ ス

愛す る兄弟姉妹

々 はあなたがた と， ラジオ， テ レビを通 じて

我 見聞
きしているすべての人々を歓迎する。我

々はあなたがたを末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会，

第 １４１回年次総大会に歓迎する。

我々は今日，主を待ち受け，霊 と真をもって礼拝

し，命のパンを食べ，主の教会の諸業務を管理する

よう主が選んだ者 より助言 と教えを受けるためにこ

こにいる。

私はここに参加しているすべての人々，生きてい

るすべての人々がこの大会を通 じて何がしかの形で

心を動かされ， 「みたま」に調和 して，信仰と証を

築き，戒めを守り，主に喜ばれることをなそうとい

う望みを持つよう心から希望 している。

我々は主の業に携わっている。 これは主の教会で

ある。主が救いの計画を立て られた。そ してそれは

この時代に天が開かれて我々が受けた主の福音であ

る。それゆえ，人生における我々の望みと目的は，

主が明らかにされた真理を信 じ，真理に従って生 き

ることでなければならない。教会の内外を問わず，

いかなる人 も神のみこころと一致 しない教えを信 じ

たり，慣習を提唱 した り，主張を支持すべきではな

い。救いの真理に関する我々の目的はただ一つ，す

なわち主が明 らかにされたことを見出だ し，それを

信 じ，行なうことでなければな らない。

主は今日永遠の福音を明 らかにし，末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会をその救いの真理の管理人，配布

する者 としたもうたので，私 は今教会と世に対 し，

救われたいと思 う人が受け入れねばならないこれ ら

の永遠の原則をいくつか述べてみたい。 これらの簡

潔でしかも深遠な教えはこの神権時代に啓示によっ

て我々にもた らされた。

我々は天父が栄光を得 られ，昇栄 されたお方であ

って，あらゆる権能，力，支配権を持ち，万物を知

りたもうお方であることを知っている。我々は神が

その生みたまい し独 り子を通 してこの地球 と；無数

の世界を創造され，そのすべての世界には神の霊の

子 らが住んでいることを証する。

我々は神が限りな く永遠であり，霊の子 らが進歩

発展し，神のようになることができるように律法を

定め られたことを証する。

我々は，救いがキリス トのうちにあること，キリ

ス トが永遠の御父の初子であり，天の会議で選ばれ

予任 されて，限 りない永遠の瞭いをなしとげ られた

こと，キ リス トが神の御子として世に生まれ，福音

により命 と不死不滅 と光明を もた らしたことを知っ

ている。

我々はキリス トがアダムの堕落により世にもた ら

された肉体の死 と霊の死か ら人々を膿い，悔い改め

を条件に全人類の罪を御自身に引き受けられたこと

が間違いな く確かなものであることを信 じている。

我々はイエス ・キリス トの福音が救いの計画であ
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ること，主の瞭いの犠牲により全人類 はよみがえっ

て不死不滅 となり，肉においてなした行ないによっ

て主より裁 きを受けること，福音の律法をすべて信

じて従う者はよみがえって御父の王国で永遠の生命

を受けることを証する。

我々は恵みによ り，我々がな しうるすべてを尽 く

すことによって救われ，キリス トの瞭いの基の上に

築き上げることにより，すべての人は主の前に恐れ

おののいて自らの救いをなしとげなければな らない

ことを信 じている。

人が救いを得るには，主イエス ・キリス トを信 じ

自らの罪を悔い改め，権能を持つ者により水に沈め

らるるバプテスマを受け，按手により聖霊の賜を受

けて，キ リス トを離れず前進 し，戒めを守 り，終 り

まで耐え忍ばなければならないことを我々は宣言す

る。

この救いの計画，すなわちこの福音の計画は最初

の人，父祖アダムに始まってその後の神権時代にお

いて人々に明 らかにされてきた。エノク， ノア，ア

ブラハム，モーセにも知 らされた。またアメリカ大

陸の先住民にもはっきりと知 らされた。 この福音は

時の絶頂の神権時代に住んだイエス，ペテロ，パウ

ロ，および初期の聖徒が教えたものと同 じ福音であ

る。我々はこれを宣言する。

さらに，これは現在生きているすべての人にとっ

て非常に大切なことであるが，闇と不信仰と純粋で

完全なキリス ト教の真理から離れていた長い夜の後

無限の知恵を持ち些 もう主が不滅の全 き福音を地に

回復されたことを我々は信 じている。

我々はジョセブ ・ス ミスが予言者であること，御

父と御子がこの最後の福音の神権時代をもたらすた

め１８２０年の春にジョセブ ・ス ミスに現われたまい，

また彼が神の賜物 と力によりモルモン経を翻訳 した

ことを知っている。また我々は彼が天使より鍵と権

能を受けたこと，主がジョセフ ・ス ミスに救いの教

義を明 らかにしたもうたことを知 っている。

我々は末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が地上にお

ける神の王国であって，真の救いの教えを学び，聖

なる神権の権能を見出すことのできる唯一の場所で

あることを宣言する。

我々は聖霊が啓示を与えるお方であって，イエス

・キリス トが神の御子であること，ジョセブ ・ス ミ

スが予言者であること，およびこの教会が 「全地の

面に於ける唯一の真にして生命ある教会」 （教義と

聖約 １：３０参照）であることを証 したもうことを信

じている。

もはや人は闇にとどまっている必要がない。永遠

の福音の光がここにある。心から尋ね求める者はす

べて主の業が真であり神の業であることの証を聖霊

より受ける。

ペテロはこのように述べている。 「神は人をかた

よりみないかたで，神を敬い義を行う者はどの国民

で も受け入れて下さる。」（使徒行伝１０：３４～３５）す

なわち主は忠実な者がこの宗教が真実なものである

ことを知るように主の 「みたま」を注ぎた もうので

ある。

さて，あなたがたは，主が福音を回復 し，主の王

国を最後の機会として立てられたことを聖霊の力に

よって知るようになったが，私はこれ らが真理であ

ることを証する。

私は神が生きてま しまし，イエス ・キリス トが御

父の生みたまい し独 り子であり，ジ ョセブ ・ス ミス

とその後継者が主のみ手の中の道具となり，現代の

人々に天の祝福にあずかることを可能 にしたことを

知 っている。

願わくは，教会の内外において，地における主の

目的がすみやかに果たされ，主が忠実な聖徒を祝福

したまい，真理を求め主の前に心の正 しい人々が我

々と共 に回復 された福音の全き恵みを受け継 ぐよう

に祈る。

これ らを主イエス ・キリス トのみ名により祈 り奉

る。アーメン。 、

２７９
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鉄の棒と世界的な

不安への対策

この予言 のい くつかを読 むが，闘今 日私 たちを取 り巻

いて いる状態を同時 に考えていただ きたい。

「あなたた ちが心の中 に誇 り高 ぶる ことと
， あな

たた ちの中 に……ねたみ，争 い，怨 み，迫害 しジ あ

らゆる悪 い事を起 すほ どにお ごり高 ぶ っていない者

は僅 しか ないことと， またあなたたちの慢心 によ つ

て……すで に汚れ果てて いると言 うことが前以て私

に解 って いる。 』 ’

ご らん， あなた たち は金銭 と自分 の財 産 と自分の

華 やかな衣 と自分 の教会 の華やか な飾 り物 とを， 貧

しい人 々，病気 の人 々および悩 んで いる人々よ りも

愛す るのである。」 （モル モン ８ ：３６－３７）

使徒 パ ウロも苦難 の時代 を指 して語 っ て い る。

「その時
，人 々は自分 を愛す る者，金を愛す る者，

大言壮語 する者，高慢 な者，神 をそ しる者，親 に逆

らう者，恩 を知 らぬ者，神聖 を汚す者，無情 な者，

融和 しない者； そ しる者，無節制 な者，粗暴 な者，

善を好 まない者，裏切 り者，乱暴者，高言をす る者

神よ りも快楽 を愛 する者，信心深 い様子 を しなが ら

その実を捨 てる者 とな るであろ う。」 （正テモテ ３ ：

２－ ５） ’

自．ら信 心深 い， またキ リス ト教徒 と名乗 る者 は多

い６ そ うい う人は， 「聖典 を霊感 と道徳的 な真理 の

源泉 と して しか受 け入 れず」， と りす ま して，「神 の

啓示 によって私た ちは主の使いが リーハイに話 した

ように，神 の王国へ と続 く手す りを見 出す ことが で

きるのだろうか，それ とも単な る指針 にすぎないの

だろうか」 と質問す るのであ る。

不幸 に も教会員 と称す る者の中 に， リーハイが示

現 で見たあざける者 と幾分か似た者が いる。彼 らは

教会幹部 を福音 に関する神 の特別 の証人 と してまた

教 会の諸 業務 を指示す る神 の代理人 と して受 けいれ

ている忠 実な人 々か ら離れ，・あざ笑 うような傾向 に

あ るよ うである。

教 会 には， 自 らを 自由主義者 と主張 し；かつての

、

大管長が述べた ように， 「自 らの うぬぼれの灯 によ

って読む」者た ちが いる。 （ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス

「福音 の教義」 Ｐ．３７３〔英文〕）私 はかつて教 会の教

育指導者 の一人 に自由主義者を どのよ うに定 義する

か尋ね たことが ある。 彼 は一言 で こう答 えた。 「教

会内 の自由主義者 とは，証を持 っていない人， これ

だ けです 。」

かつて の十二使徒評議員です ぐれた教育者 であっ

た ジョン ・Ａ ・ウ ィッツォー博士 は，教会内の 自由

主義者 に関 して次 のように述べてい る。

「（教会内で） 自 らを 自由主義者 と 称す る者 は
，通

常 自らの属 して いる組織 の基本原則または指 導原理

を破 っている者で あ り，組織 の会員で あると主張 し

なが ら， その基本原則 を信 じてお らず，基礎 をゆ る

が して組織 を改革 しよう として いる者であ る。

もしその宗教が不変 の真理 の上 に建て られてい る

と主張 している奉 らば， 自由主義 を宗教 と呼ぶ のは

ばかげている。」

そ して ウ ィッツ ォー博士 は， このよ うに結んで い

る。 「自分たちがまたは彼 らの教会が 自由主義 に基

づ いて いると宣言 しよ うとしてい る人 々に充分気 を

つ けるべ きであ る。彼 らの信仰 の家 は砂 の上 に建て

られて いて，真 理の嵐 に耐え られない公算 が強 いか

らで ある。」 （「証拠 と一致」 インプル ーヴメン ト・エ

ラ，第４４巻，１９４１年，‘Ｐ．６０９）

ここで再び り一ハ イの示現 での言葉 を用 いるな ら

ば，彼 らは暗黒 の霧で 目が見えな く な り， しか も

鉄 の棒 に しっか りと りつ いて いな い人 々であ る。

主が いまだ答 えを明 らか にす るに適 さない と見 ら

れ たため，答 え られ ていない疑問があ る時，ア ブラ

ハ ム ・リンカー ンが断言 したように， 「私 は聖書 を

読 み理解 で きた ことをすべて受 け入れ る。 そ してそ

の他 は信仰 によ って受 け入れ る」 と言 うことがで き

るとすれば，それ はす ば らしいことで はないであろ

うか６



地球がどのようにして創造 されたか，人はどのよ

うになるのかなどという疑問がわいた時，知識界で

不安をおぼえている人々が，かの有名な科学者であ

り忠実な教会員であった彼のように答えることがで

きるとすれば， どれほどの慰めを得ることであろう

か。ある姉妹が， 「なぜ主はこれ らのことについて

はっきりと述べ られなかったのですか」 と質問した

のに対 し，かの科学者は， 「もし主がそうされたと

しても私たちは理解できないで しょう。それは ８歳

の子供に原子力の理論を説明 しようとすることと同

じようなものだか らです。」

もしこの世の学問を修めた人すべてが，入 による

理論にまどわされて不信仰と背教という暗い流れに

落ちるのでなく，信仰によって理解へと導 く 「鉄 の

棒」あるいは神のみ言葉にしっかりとりつ くことが

できるとすれば，それはすばらしいことではないで

あろうか。

私は教会のある有名な科学者が， こう語るのを聞

いた。 「想像以上 に多 くの大学教授がアダムの堕落

と救い主の瞭いを哲学的に説明したり，思考 したり

して教会を去 っている。」と語 ったのを聞いた こ と

がある。 これは主が予言者を通 じて説明 され た こ

と，また聖なる場所でさらに完全に明かされた 「神

の奥義」を理解できるよう人々に明 らかにされたこ

とよりも，人の哲学の方を受け入れたためなのであ

る。

明 らかに主の時代にも同様の疑問や論争が展開さ

れていた。主は簡潔な答えの中で，不確実な事柄に

埋没するのを避けるための原則を示 してお られる。

弟子たちが神の王国でだれが一番偉いかというこ

之 に関して論争 していたが，主はそれを静めるため

に言われた。 「心をいれかえて幼な子のようになら

なければ，天国にはいることはできないであろう」

（マタイ１８：の

聖典によれば，心をいれかえるということは，心

を変えて，罪により支配 されていた人の道徳観念を

義の生活へと方向転換するという意味である。祈 り

が答え られ，使徒の時代の信仰の擁護者であったシ

プリアンのように心に証を受けるまで， 「主に忍耐

強 く仕えよ」 （教義 と聖約９８：２） という意味であ

る。 シプリアンの言葉を引用 しよう。 「あらゆる罪

か ら清められた私の心に，いと高き所よりもた らさ

れた光が入 り，そして突然驚 くべ き方法で私はたし

かに疑問が解けた。」

改宗 とは単に什分の一の領収書，、会員記録 神殿

推薦状罵を つ 「正式」な教会員であるという意味

だけではない。批判的な性癖を克服 し，外見的でな滴一 ・
く内面的な弱点を改善 しようと絶えず努力するとい

攣 ゑ。 ・ ．・

主は人々の信仰を破壊 しようとする者，神のみ言

葉から遠ざけさせようとする者， 「鉄の棒」から手

をはなさせようとする者に対 し警告を発 しておられ

る。鉄の棒は神の照い主と，この地球と民に関する

主の目的に対する信仰を持つものを守っているので

ある。

主は警告 してお られる。 「しか し，わたしを信ず

るこれ らの小さい者のひとりをつまずかせる者は，

大きなひきうすを首 にかけられて海の深みに沈めら

れる方が，その人の益になる。」（マタイ１８：６）

主は真に信 じている者を破滅に追いやるようなこ

とをす．るよりも，またそのこ・とによ り自らの永遠の

行 く末を危険にさらすような罰を招 くよりも，その

人はこの世の死を受ける方が良いと強調 しておられ

る渉

使徒パウｐも悪い模範にようて誤った教えを与え

ることの危険を強調 している。 「しか し，あなたが

たのこの自由が，弱い者たちのつまずきにならない

ように，気をつけなさいげ

するとその弱い人は，あなたの知識によつて滅び

ることになる。この弱い兄弟のためにも，キ リス ト

２８３
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は死なれたのであ る。 このよ うにあなたがたが，兄

弟たち に対 して罪を犯 し，その弱 い良心 を痛 めるの

は， キ リス トに対 して 罪を犯す ことなのであ る。」

（１コ リン ト８ ：９，１１－１２）

予言者 ヤコブは学問があ り， へ り くつを並 べる人

々に関 して，今 日も繰返 し述べ る必要 があ ると思 わ

れ ることを述べてい る。 「入間は学 問があ ると 自分

は賢 いと思 って神の訓 戒 に耳をか さず， 自分独 りで

解 ると思 って神 の訓戒を うち捨 て るか ら， その智恵

は愚で あって何の益 にもな らず，かれ らはついに亡

び るのであ る。 しか し，人 間が もしも神 の訓戒 に従

うな らば，学問 のあ るの も善い ことである。」（皿ニ

ーフ ァ／ｆ９ ：２８－２９）

教会 の内外 において，実業界で高い地位 にあ る人

々，政府機関 の人 々，法 に関係す る人 々，医師，社

会事業家，看護婦，科学界芸術界 の人 々で，忠実で

献身的 な人 々の多い ことを私 たちは主 に心か ら感謝

している。特 に教会 において指導者の責任を引 き受

けてい る人 々， ホーム ・テ ィーチ ャーや神権組織，

補助組織 において クラスの指導者 として働 いて いる

人々， 全世 界で教会 の内外 で恵 まれぬ者 たちに心 を

配 り，．未亡 人や孤児 の必要 に特別 の注意を払 って い

る人々 に感謝 してい る。

私 はイエ スがザ アカイ に言 われたよ うに， これ ら

すべて の人々 に申 しあげ る。 「き ょう，救 いが彼 ら

の家 にきた 。」 （ル カ１９：９参照 ） これ らの人は，私

たちすべて を安全 に命 の木 に導 くことので きる 「鉄

の棒」 に しっか りと りつ いて いる人で ある。

最近私 は ワシ ン トンポス ト紙 のある 欄 で， 自 ら

「マ ウン トバー ノンの隠 とん者」 と称す るジ ョージ

・ムーアの記事 を読 んだ。 （マウン トバ ーノンとは

もちろん ジョー ジ ・ワシ ン トンの祖先 の家 のことで

ある。） この記事で ムーアは次 のよ うに述べてい る。

「私が これ まで マウン トバー ノンで過 ごした２０年間

は自分 の無知を悟 るもので しかなか った。」 ム ー ア

は人 が 自分 の無知 を減 らさなけれ ば何 も知 ることが

できない と主張 して いる。 この記 事で ムーアは ジ ョ

ージ ・ワシン トンにつ いて非常 に鮮明 な観 察を述 べ

ている。

「ワシ ン トンは学校へ行か なか った
。 このた め彼

を教育 のあ る人 と言 う ことがで きるので ある。勉強

を終 える とい うことが なか ったか らで ある。」

ジ ョー ジ ・ムーアが 自分 を指 して述べた言葉 はあ

なたがたの多 くと私 自身 について も言 うことがで き

ると思 う。 「私 は６０年以上 を過 ご した人生で無知 を

減 らす ことにつ とめてきた。」

この言葉 の中には， いかなる分野 において も秀で

るというチ ャ レンジがすべてめ入 に与 え られ ている

と私 は考えてい る。 あ る人は学校 を卒業す る と勉強

をや めて しまう。あ る人 は教 会で伝道 を終 えると福

音 の勉強 をや めて しまう。あ る人は教 会内外 で管理

者 になった り，高 い地位を得 ると勉強をやめて しま

う。

ジ ョージ ・ムーアが ワシン トンについて語 った言

葉 を忘れ てはなち ない。 「もし勉強をやめないな ら

ば， た とえ どのよ うな地位 にあろうと も私た ちは教

育 のある人になる ことがで きる。」

故 ドワイ ト・Ｄ ・アイゼ ンハ ワー大統領 はこのよ

うに記 してい る， 「自分の仕事 をよ く果 た している

人，冷笑家や責任 をのがれ る人 の冷笑 にかき乱 され

ることな く正 しく自信 を持 っている人，正 しい動機

か ら離れず，他人を思 いや る人 は本質的 に指導者 で

ある。特 に選 ばれて名声を得 て いるいないにかかわ

らず， その人 は必ずす ぐれ た仕事を し，心に大 きな

満足 を得 る。

ついでなが ら，主が私た ちを この地上 に送 られた．

目的は ここにある。」 （「指導性 とは何か」 リーダ ー

ズ ・ダイ ジェス ト， １９６５年 ６月， Ｐ．５４）

イエス ・キ リス トの真 の福音 の回復 と，時満 ちた

る神権時代 におけ る教 会の設立 と共 に，私た ちは啓



示を通 して数々の教えを与えられた。故ブリガム ・

Ｈ ・ロバーツ長老の説明によれば， 「バプテスマが

水に沈められるべきか，罪の許 しのために行なわれ

るべきかということだけでな く，歴史を通 じて蓄積

されたごみを一掃 し，岩があらわにされ，神の王国

の礎が再び置かれたのである。」

多 くの人々は末日聖徒イエス ・キリス ト教会の教

えの中に世の落 し穴，不満，邪悪から守 るものが見

出されると宣言するのは不合理であると考えている

ようである。天で立案 された救いの計画は永遠の生

命に至る狭 くて細い道をはっきりと示 している。だ

が多 くの人はその道に従うことを拒んでいる。

主は大いなる啓示の中で初期の時代の教会指導者

に，多 くの分野で真理を求める者となるよう戒めと

して指示を与えられた。

第 １はもちろん，「汝 ら互いにこの王国の教義と神

の王国に就けるすべてのことを教ゆべ し」と戒めら

れたことである。 （教義と聖約８８：７７－７８参照）

ついで主は私たちに広範囲な学問を求めるよう勧

めておられる。主の教会はこの世の種々の学問の分

野について全 く知 らずに運営されるべきではない。

また主は信仰を持たないその他の人々に対 して啓

示を与えられている。 「また正に研究と信仰とによ

りて学問を求むべ し。」（教義と聖約８８：１１８）

どのようにして 「信仰によって学問をするのかと

尋ねる人がいるであろう。ある予言者がその方法を

説明している。第 １に，主のみ言葉を能力をつ くし

て試 し，信 じようとする望みを持たなければならな

い。この望みを働かせて，主のみ言葉の一部を自分の

ものとすることができるようにしようではないか。

そこで，蒔いた種 と同じように，主のみ言葉を育み

世に生まれるすべての人を照らす主の 「みたま」を

拒まないようにしなければな らない。そうすれば主

のみ言葉が良いものであることを感 じ始めるととが

できる。なぜならば，主のみ言葉はあなたの心を大

き く開 き，理解力を増 し， リーハイの示現 の中の木

の実のよ うに，良 い味 を感 じるか らである。 （アル

マ３２参照）

あ る英 国の小説家 は次 のように述べて いる。 「神

を探 し求 めて いる者 はすで に神 を見出 してい るので

ある。」

「信仰 によ って学ぶ」 とは
，安易な怠惰 な方法 で

知識 を得 ，それが知恵 とな ることであるな どと考 え

てはな らない。

天 よ りの教 え と，天 の導 きを勤勉 に求 めた ほとん

どの入 の経験か ら，信仰 によって学ぶ には，主 の聖

き 「みたま」 と調和で きるようにふ さわ しい生 活を

して全霊を傾け，知恵の限 りを尽 くし， 自らの努 力

と 「みたま」 によ る真 の証を結びつける ことが必要

であ ることを悟 るであろ う。

この教会 の使命 は，福音 の真理 を証 し，人々 の心

の錨 となるべきまっす ぐな道 を見 出 して いないすべ

ての人 を脅 か している不安感 と無 目的 の原因で ある

あ らゆる誤 った教 えか ら遠 ざけさせ ることにある。

私 はキ リス トの真 の光 を全世界 に輝 かす ことがで

きるように心か ら祈 って いる。 研究 と祈 りと信 仰に

よ り，私 と同 じようにあ らゆ る人が， ラザ ロの死 に

不平 を言 って いたマル タに主が言 われたよ うに，主

はまことに 「よみがえ りであ り，命であ り，主 を信

じる者 は， たとい死 んで も生 きる。また主 に従 って

生活 し，主を信 じる者は，いつまで も死 な な い。」

ことは確か に知 ることがで きるよう私 は 願 っ て い

る。 （ヨハネ１１：２５－２６参照）

私 はマル タや ペテロのように， 「あなた こそ，生

ける神 の子 キ リス トです」 （マ タイ１６：１６）， 「主よ

信 じます。 あなたが この世 にきたるべ きキ リス ト，

神 の御子 である と信 じてお ります」（ヨハネエ１：２７）

と答え ることがで きる ことを主 に感謝 して いる。

私は この厳粛 な証 を主 イエス ・キ リス トの聖 きみ

名を通 して述 べ る。 ア ーメン。
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たちは今まで最後の説教を非常にた くさん聞私

いてきた。話 をす る人々 は， それを最後の説

教 と考 えて各 々主題 を選 んだのである。私 はその こ

とを考 えなが ら， この大会 で私 の最後 の話，す なわ

ち私 が人 々に残 す ことので きる最 も大切 な話 をす る

もの と して，主題 を選 んだ。

私 の選んだ主題は ヨシュアの言葉 か ら取 った もの

である。 「あなたがたの仕え る者を， きょう，選 び

なさい。 ただ し，わた しとわた しの家 とは共 に主 に

仕 えます 。」 （ヨシュア２４：１５）

ヨシュアはこの ように語 って間 もな く， これを告

別 の言葉 と して １１０歳 で世 を去 った。

私た ちはこれまで， この大会ですば らしい話 を聞

き， また これか ら話 す人の話 に耳 を傾 け るが，すべ

ての話が主 に仕え ることの大切 さを強調 している こ

とにあなたがたは きっと気 づ くことと思 う。

私た ちは モーセがイス ラエルの子 らを どのよ うに

して束 縛の地か ら導 き出 し， エジプ ト人が紅海で ど

の ように滅ぼ されたかを知 ってい る。主が イス ラエ

ル に住むべ き地 を与 え るため， どのよ うに してアモ

リ人 とエ リコの民を彼 らの手 に渡 されたか， ヨシュ

アが どのように して民に次の ごとき主 の言葉 を思 い

起 こさせ たか知 って いる。

「そ してわた しは
， あなたがたが 自分で労 しなか

った地 を， あなたが たに与え，あ なたがたが建 てな

か った町 を， あなたがた に与えた。そ してあなたが

たはいまその所 に住 んで いる。 あなたがたはまた 自

分 で作 らなかったぶ どう畑 と，オ リブ畑の実を食 べ

て いる。」 ．

そ して， ヨシュアは言 った。 「それゆえ，いま，

あなたがたは主 を恐れ， まことと，ま こころ と，真

実 とを もって，主 に仕 え， あなたがたの先祖 が，川
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の向 こう， および エジプ トで仕 えた他 の神々を除 き

去 って，主 に仕 えなさい。 もしあなた炉たが主に仕

える ことを， こころよ しと しないのな らば， あなだ

がたの先祖が，川 の向 こうで仕 えた神々で も，また

は， いまあなたが たの住む地の アモ リび との神々で

も，あ なたがたの仕え る者 を， き ょう，選 びな さい。

ただ し， わた しとわ た しの家 とは共 に主 に 仕 え ま

す 。」

次 いで ヨシュアは このように警告 して いる。 「も

しあなたがたが主を捨てて，異 なる神々に仕 え るな

らば， あなたがた にさいわ いを下 されたのちに も，

ひるが え ってあなたが たに災を くだ し， あなたがた

を滅 ぼ しつ くされ る で あ ろ う。」 驚いた民 は答 え

た。 「われわれ の神，主 に，われわれは仕 え， その

声 に聞 き したが います 。」 （ヨシ ュア ２４：１３－１５，

２０，２４）

これ と同 じことが，私た ちの先祖 の開拓者 の歴 史

に も見 られ る。宗教上 の確 信のゆえ に開拓者たちは

美 しい町 と家を捨て なけれ ばな らなか っ た の で あ

る。開拓者 は多 くの苦難を受 け，多 くの者が死んだ

が， 自らの信仰 に忠実で あった。平原を横切 る苦 難

の時 でさえ，彼 らは， 「旅 を終 らず死す も，すべて

は善 し」 と歌 ったのである。開拓者 たちは主 なる神

のみ名 をたたえ，主 に仕 え続 けた。主 は彼 らの正 し

い努 力のゆえに彼 らを祝福 し，繁栄を もた らした も

うたのである。

聖典 を読む時，世界 の歴史を読む時，私た ちは主

に仕 える ことを選 んだ個人，社会， 国家 までが，人

としての特質 によるだけで な く，神 のみ こころによ

り救 われ，繁栄 した例 を無数 に見 出す こ と が で き

る。一方， このよ うにす る ことを拒 んだ者た ちは主

の怒 りを受 け， くじかれ，破滅を受 けた。

モルモ ン経 には このように記録 されて いる。 「ご

らん， この土地 はす ぐれた土地で あるか ら， この土

地 を所有 する民 は この地 の神 に事え さえすれ ば，奴

隷 とな らず自由を奪 われず天下 の どのような国か ら

も支配 を受 ける ことが ない。 この地 の神 とは…イエ

ス ・キ リ・ス トである。」（イテル ２ ：１２）

何 とすば らしい約束 であろ うか。 しか し， ヨシュ

アの警告 の中に も同 じ 「もし」 という条件を見出す

ことができる。 「もしあなたがたが主を捨てて，異

なる神々に仕えるならば，…ひるがえってあなたが

たに災を くだし，あなたがたを滅ぼしつくされるで

あろう。」イテル書の約束は，「イエス ・キリス トで

あるこ，の地の神に事えさえすれば」という条件だけ

である。私たちはイエス ・キリス トに仕え，イエス

の教えに従 って生活することを怠ることによって，

もたらされる破滅に向かっているのではないであろ

うか。

アーノル ド・Ｊ・トインビーは１９４８年に出版 した著

書 「文明の試錬」の中で，文明の発生 と崩壊につい

て述べているが， この言葉の意味を捕え，文明の衰

退する理由を悟 ったようである。 トインビーは歴史

と，歴史の繰返す型を定義 した後，このように述べ

ている。

「我々の現在の社会は実にあわれむべき状態であ

る。我々の知識に照 らして歴史をながめてみると，

西欧が属している人間社会を生み出すにあたり現時

点で約２０回歴史が繰返 し，我々の社会は例外となる

可能性があるが， これ ら文明 と呼ばれる社会様式は

すべてすでにすたれているか消滅 しかかっているこ

とがわかる。さらに， これ らのすたれた文明や消滅

しかかっている文明の歴史を詳 しく研究 し，互いに

比較してみると，文明の衰弱，衰退，崩壊の過程に

循環形態と見 られる指標を見出す ことができる。当

然 のことながら，今 日の歴史は同じように繰返すか

どうかという疑問が湧いて くる。運命 として我々に

もた らされる衰退と崩壊は，いかなる文明 も避ける

ことができないのであろうか。」

トインビーはさらに以前の成功または失敗の型は

必ず しも繰返 されないという意見を述 べ て い る。

「我々は人間として，この選択の自由を与えられて

いる。我々は神や自然の肩に我々の責任を押 しつけ

ることはできない。我々は自分で背負わなければな

らない。それは我々の責任である。」 さらに彼は政

治，経済，宗教 の各分野で私たちが救われ るために

なすべきことを提案 している。 「３つの仕事のうち

宗教上 の課題は もちろん長期にわたるもの で あ る

が，同時に最 も大切なもの で あ る。」（ニューヨー

ク，オ ックスフォード大学出版， Ｐ．３８－４０）

２８７
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選びなさい」

もし私たちが霊的に健全であって，イェス ♂キリ

ス トの教えに従って生活 しているな らば，私たちは

個人として国家として生存するためにキリヌ トに仕

えなければならないのであるが，政治 と経済上の問

題はすでに解決 されている。なぜならば，十戒や神

の地の教えに従って生活することにより，私たちは

平和 と繁栄を得て生活することができるか らで あ

る。 これ らの教えを検討 してみると， もしその教え

に従って生活するならば，あらゆる点で善と幸福に

向かわせないものは何一つないことがわかる。

私たちはソドムとゴモラの崩壊を知 っている。ソ

ドムはエホバの園の中央にある第一の町であった。

またツロとシドンの崩壊を知っている。ツロは大い

なる富 と美に恵まれた都市で，救い主が訪れたと知

られている最大の都市であったと思われる。エルサ

レム，および神より離れ，邪悪と姦淫を行なったた

あ崩壊 したその他の大都市と文明を知 っている。私

はこれが私たちの地にも急速にやって くるのではな

いかと恐れている。

ル ドヤー ド・キプリングの予言的な詩 「古より知

られたる我 らの父祖の神」は強大な大英帝国が栄華

を極めていた時に，その国に与えられた警告の言葉

であった。そしてこれはあらゆる国に対する警告で

もある。

「古より知 られたる我 らの父祖 の神
，

広き戦場の主，

聖の恐 しき手の下にて

我 らはしゅろや松を支配す

万軍の主なる神よ，

我 らが汝を忘れぬ限 り，

我 らと共にとどまりたまえ。

混乱と叫びは絶え，

将 と王は離る。

汝の古の犠牲は立て り，

へ りくだりたる心にて。

万軍の主なる神よ，

我 らが汝を忘れぬ限り

我 らと共にとどまりたまえ。

、

我らが海軍は消えうせ，

砂丘 と岬は火に沈む。

見よ，昨日のあ らゆる栄華，

我ニネベとツロと共にあり。

国々の判士よ，

我 らが汝を忘れぬ限 り，

我 らを助けたまえ。」

末日聖徒讃美歌７６番 （英文）

これは謙遜の中に強さがあり，おごりの中に弱さ

があることを強調 している。私たちは悔い改めて道

を変えない限り， ソドムとゴモラの歴史を繰返すで

あろう。私たちのなしたことを分析 して，私たちの

価値がどこにあるのか探 してみようではないか。私

たちは科学の分野において非常な進歩をとげた。私

たちは人を月へ往復させ，原子爆弾を作 り，戦争の

方法を非常に進歩 させた。だが平和に関 しては何を

なしたであろうか。人間関係においては何をなした

であろうか。霊的にはどれほど進歩 した で あ ろ う

か。

ほとんどあらゆる新聞，雑誌，ラジオ，テレビか

ら神のあらゆる律法が破 られていること，すなわち

盗み，怨恨，略奪，殺人，姦淫，暴行，死，飲酒に

よる不幸などを見，聞 きするにつけ，私たちも邪悪

と姦淫の世界に住んでおり，神に仕えるのを怠って

おり，また確かに破滅に向かって進んでいるのであ

る。日曜日に教会は空になり，店や公園，ハイウェ

イには人があふれている。 これらに気づかない人が

いるのであろうか。キ リス ト教徒と名乗る非常に多

くの人々がこれらの罪を犯 しているのである。

ある人はこのように言っている。 「もし，私たち

がキリス ト教徒であるということで逮捕されること

があって も，私たちをキリス ト教徒 とする十分な証

拠があるかどうか疑問である。」 私たちは警告を受 ｒ

けている。私たちは無知を申し立てることはできな

い。 もし自分と家族 と国を救うつ もりであれば，私

たちはペテロが教えたように，悔い改めてバプテス

マを受け，道を変えて，主に心を向けて仕え，主の

戒めを守 らなければならない。その責任は私たち個



人にかかっている。私たちには霊的な復興が必要で

ある。

もしすべての人が福音の教えに従って生活 し，神

を愛 し，神の戒あを守るとしたら，どんなすば らし

い世界に住むことになるのか想像できるで あ ろ う

か。 もしすべての人が互いに愛 し合い，陰口，殺人，

盗みがな く，すべての人が正直，真実，貞潔，慈善

を行なうとしたらどうであろうか。戦争がなく，こ

の地上に平和 と天国がもたらされるであろう。現在

戦争，法の施行，犯罪に使われている金銭が，貧 し

い人，病人，不幸な人に向けられるのを見るであろ

う。

主がアブラハムにソ ドムをその邪悪のゆえに滅ぼ

そうとしていることを話 された時， アブラハムはも

し５０人の正 しい人がいた らそれを延ばして くれるよ

うに，そしてついに１０人いた ら延ば して くれるよう

に願った。主はそれを許された。 しかし，１０人の正

しい人さえも見出すことができず，ソドムは滅ぼさ

れた。私たちが正 しい人の中に数えられて，そのた

め主が私たちの町 と国を守 られるようにしようでは

ないか。主につかえるつ もりか否かを決心すること

は非常に大切なことである。主はこのように言われ

ている。 「だれ も，ふたりの主人に兼ね仕えること

はできない。一方を憎んで他方を愛 し，あるいは，

一方に親 しんで他方をうとんじるからである。あな

たがたは 神と富とに兼ね 仕えることはできない。」

（マタイ ６：２４）

正 しく神に仕える方を選ぶということは必ずしも

家庭，十分な金銭または収入，その他喜びと幸福を

もた らすこの世の物を棄て る とい う意味 で は な

い。 この世につける物を追求しても神とイエス ・キ

リス トの教えか ら離れてはならないという意味であ

る。

私は生涯を通 じての経験か ら，主に仕え，主の戒

めを守り，イエス ・キリス トと予言者たちにより教

えられた福音の原則に従って生活するならば，物質

的にも霊的にも人生に価値あるものについてそれが

大きく成功をもた らすということをはっ き り知 っ
へ

た。私たちは主を拒み，主の教えを無視する者より

も，立派な家族を築き，大 きく社会に貢献するであ

ろう。事実あなたがたも，知っている人々を見る時

に，本当のキ リス ト教徒の生活を送 っている人は幸

福で；．愛 され，尊敬 されて，永遠の生命への準備を

していることに気づくであろう。

主はこのようにも言われている。 「あなたがたは

自分のために，虫が食い， さびがつき，また，盗人

らが押 し入って盗み出すような地上に，宝をたくわ

えてはな らない。むしろ自分のたあ，虫 も食わず，

さび もつかず，また，盗人 らが押 し入って盗み出す

こともない天 に，宝をたくわえなさい。あなたの宝

のある所には，心 もあるか らで ある。」（マタイ ６：

１９－２１）

私は崩壊 し，朽ち果てる宮や記念碑のような物質

的な財産にあくことのない関心を寄せている人々を

不思議に思 う。先 日私はリンカーン記念館の荒廃に

関する記事を新聞で読んだ。 これは国家を建設 し奉

仕 した人々を尊敬 している私たちすべてにとって驚

くべきニュースであった。 しかし，４８年を経た記念

館の荒廃 した石灰石の壁 と大理石の柱，モルタルが

はげ落ちた建物，鐘乳石 と石筍が変形 して薄気味悪

いほら穴 と化 した地下室，天井に群がっているおび

ただしい数の くもと小 さなぶよ，これらを見ている

と，虫が食いさびがつ く地上の宝の典型を見ている

ようである。人や場所の記念物 に敬意を表わす時，

私たちは同時に霊的な義務を果た し，時の経過に影

響されない宝を積むことに力を注 ぐようにしようで

はないか。

ヘンリー ・バンダイクの書いた小説 「大邸宅」 を

思い出す ことができる。彼はこの小説で，地上で大

邸宅に住んでいた金持ちの男が天国に行った時 １つ

のつまらない帽子 しか持っていなかったことに気づ

き大いに驚いたと書いている。 しか し，貧 しい男は

自分のために天に宝をたくわえたため，天国で大邸

宅を得て驚いた。

私たちは生涯，人生から何を得るかを決める選択

を し続けている。私たちは自分の機会をより良い方

向に利用 しようとしているであろうか，それ とも時

間を労費 しようとしているであろうか。私たちは善

をなそうとしているであろうか，それとも悪をなそ

うとしているであろうか。私たちは教会へ集おうと

２８９
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しているであろうか。それ とも安息日を汚そうとし

ているであろうか。私たちは神に仕えようとしてい

るであろうか，それとも富に仕えようとしているで

あろうか。私たちはかね仕えることはできない。人

生でその知恵を求めなければならない。

これは人が絶対的に悪であるとか，絶対的に善で

あるとか という意味ではなく，いついかなる時に も

はっきりとした方向を持つべきであって，神を選ぶ

か，富を選ぶかということが人生における他の選択

に大きな力となるという意味である。

神に仕え，神の戒めを守る者に神が約束された祝

福を完全に受けるためには，両親が子供 に神への信

仰を教える必要がある。主はこのように警告 してお

られる。

「また，シオンまたは組織せ られたるシオンのス

テーキ部内にて子供を有する両親あ らば，その子供

八歳の時，悔改め，生ける神の子 キリス トの信仰，バ

プテスマと按手による聖霊の賜などの教義を教えて

理解せ しめざれば，罪その両親の頭に留 るべ し。

また両親はその子供たちに祈ることと，主の前に

正 しく歩むことを教えざるべかちず。」（教義 と聖約

６８：２５，２８）

そのような教育の重要性を理解 している教会は，

主に仕える備えを私たち自身 と子供たちにさせるた

めに，．家庭の夕べを行ない，セ ミナ リー，インステ

ィチュー ト，学校，大学，補助組織等に参加するよ

う勧めている。私たちはこの義務を延ばすべきでは

ない。

私はＢＹＵの同窓会会長アーネス ト・Ｌ ・ウイル

キンソン博士がソル トレークにある末日聖徒病院の

冠状動脈治療病棟に緊急の呼び出しを受けた時の話

を聞いて非常な感銘を受けた。病院では，博士の長

年の親友が重い冠状動脈血栓で危篤状態であった。

ウィルソン博士は次のように語った。

「私がベ ッドに近づ くと
，友人は私の手を握 り，酸

素マスクの中か ら，苦痛で身をよじり苦 しそうに息

をしなが らも，このようにささやきま したＱ 「ああ

先生。私を助けられますか。私には延ば していたこ

とや したいことがた くさんあります。』

私たちは近代医学の生み出したあらゆる電気医療

も

機械を通 じて，その朝何時間もの間治療に努めまし

た。そ してやがて友入が助かる見込みが次第にうす

れていった時，私 は友人の言葉が頭に浮んできまし

た。私たちは考えているだけの者だろうか。それと

も行なう者だろうか。 どれだけ多 くの人々が人生で

大切な決定を延ばしているだろうか。私たちも生と

死の岐路に立つ時，欠けている自分を見出すのでは

ないだろうか。」

これは実に重大なさし迫った質問である。私たち

はすべて生 と死の岐路に近づきつつある。選択がで

きる私たちはどれほど幸運であろうか。自分の道を

選び， 自分の行 く末を書き記 し，自分の祝福を決め

ることができると知ることはどれほどすば らしいこ

とであろうか。まだ選択の時機を逸 していない。選

択するのは私たちである。だが，仕える者をきょう

選ばなければならない。

私は，父なる神が私たちの御父であり，生 きてま

しまし，私たちに従 うよう望んでおられることを知

って，毎日主に感謝 している。父なる神は， 「その

ひとり子を賜わったほどに，この世を愛して下さっ

た。それは御子を信 じる者がひとりも滅びないで，

永遠の命を得るためである。

神が御子を世につかわされたのは，世をさば くた

めではなく，御子によってこの世が救われるためで

ある。」（ヨハネ３：１６－１７）

イエス ・キリス トは私たちのために命を与えられ

私たちが完き生命を受け，救いを受けることのでき

る計画を与え られたのである。 リチャー ド・Ｌ ・エ

バンズはうるわ しく述べている。 「天父は私たちを

除外 しようとする審判ではない。また私たちを打ち

負かそうとする競争者でもな く，私たちを有罪 とす

る起訴者でもない。天父は愛にあふれた御父であっ

て，私たちの幸福 と永遠の進歩を望んでおられ，私

たちが人生で天父を求めさえすれば，できる限 りの

助けを与えてくださる。」

私は私たちが自らを謙遜にし，救い主イエス ・キ

リス トを受け入れ，主に仕えて主が約束された祝福

を享受するために勇気と力を持つよう心か ら祈って

いる。イエス ・キリス トのみ名により申 し上げる。

ア ー メ ン Ｑ
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、。 ユ ール は小 さな声で話 そ うとす るのですが，それで も
ン かれの楽 しそうな大 きな声 は

，かれ の住んでい るフラ

ンスの小 さな村 のは しか らは しまで ひび きわた ります。

き ょうのジュール の声 は，い ちだん と大 き く， またたの し

そ うで した。 「ピエ ール／ ピエ ール／ぼ くはパ リのイベ ッ ト

おば さん のうちにあそびにゆ くことにな ったよ。」 と， かれ

の とな りに住 んでいる， いちばんなか よ しのと もだちによび

かけま した。

い っしょにあそんで いた ピエール， モー リス， ラウルがは

しってきま した。

「いつ い くの
。」 とラウルが，黒いひ とみをかがやかせな

が らききま した。

「あ したなんだ」 と大 きな声で ジュールは こたえま した
。

ピエール はいや なかん じで頭をふ り ま し た。 「町の人 っ

て， そっけな いね。 ぼ くがパ リにいた ときは，話 しかけて く

れ る人なんてだれ もいなか ったんだ もの。」

「ともだ ちをつ くるよ うに， どりょくしたのかい。」 ジュ

ール はたずね ま した
。

かたをすぼ めなが らピエ ールはいいま した。 「ていねいに

たず ねて も， いそが しす ぎてへん じもで きない人 たち と， い

った いどうや って ともだちにな るんだい ？」

「ジュール， しんぱい しな くっていいよ。 とにか く，楽 し

くす ごせ るよ。」 と， な ぐさめるよ うに ラウルが い い ま し

た。

「そ うだね
。 バス ティーユの日には，す ば らしいパ レー ド

が見 られ るよ。」 と， ピエール もさんせ い しま した。

「それ にさ
，エ ッフェル塔や人形 しばい もね 。」 と， モー

リスがつ け くわえて いい ま した。

「うん
。」 と，ジュールは こたえた ものの， かれ の声 は， い

つ もの ような楽 しそ うな声 ではあ りませ んで した。 しば らく

してか ら，かれはえがおにな りま した。 たぶ ん， ピエールが

な にかかんちがいを しているのだろう。 パ リのように大 きな

町の人 たちみんなが，ぶあいそ うだなんて しん じられ ぢいな。

しか し， その次 のあさ， パ リゆきの大がたバ スにのりこん

だ とき， ジュール はピエール のいった ことをお もいだ しま し

た。 ジュール に目をむ けるひとはひ とりもいない し，話 しか

ける人 はだれ もいませ んで した。 ジュールは，かた手 にスー

ツケースを， もういっぽうの手 には，イベ ットおば さんにあ

げる しんせん なや さいがい っぱいはい ったふ くろをぶ らさげ

た まま， おどおどとつ っ立 っていま した。

「そこにおすわ りな さい
。」 バスの運転手 は，黒 い服 をみ

につ けて いか め しい顔つ きを した女 の人 の とな りにあいて い

るせ きをゆび さしま した。 「ス ーツケースは下 において，ふ

くろはあみだ なの上 にのせな さい。」
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「はい
。 どう もあ りが とう， お じさん。」 ジュールの大 き

な声 がバス中にひびきわた りま した。

みんな顔 をみあげて， あっけにと られて いま した。 「こん

に ちわ， おば さん。」 ジュール は で きるだけ しずか な声で と

な りの人 に話 を しよ うとしま したが，かれ の声 はひ くいかね

の音の ようにひび きわた りま した。

とな りの女 の人 は， よそよそ し くうなずきま した。 ジュー

ルが 自分の にもつを， せのび して頭 の上 のあみだなにお こう

と した ち ょうどその とき， バスがガ クンとゆれま した。

「うわ あ一／」 ジ
ュール はさけびま した。 かれは頭 か らな

すびや おい も， キャベ ツな どを雨のよ うにかぶ り， ひっ くり

か えって しまいま した。黒 い服をみ につけた女の人 は もうい

か め しい顔を してい ませんで した。 かの じょは心配 そ うに，

「けが はなか ったの ？」 と
， ききま した。

「はい
，おば さん」 とジュールは顔 をあか らめなが らひび

くような大 きな声 で こたえま した。 「ぼ くは，お父 さんがつ

くったや さいを もってゆ くよ うにいわれ たけど，頭か らかぶ

れ とはいわなか ったのに……。」

頭の上 か ら落 ちて きたねぎの東 をよせ集 あなが ら，かれは

つ いにふ きだ して しまいま した。 くす くす と笑 う声がバスの

う しろの方か ら聞 こえて きま した。す ると こん どは，みん な

が とつぜん どっと笑 いだ して しまいま した。

「ぼ くは
，パ リのイベ ッ トおば さんの ところに遊 びに行 く

つ いで に， これを もってい くところなのです。」 とかれ は，

はんたいがわ にすわ ってい る黒い大 きな口ひげをはや した男

の人 にいい ま した。

「パ リはは じめてか い」 と，男 の人 はに っこりと笑 ってた

ず ねま した。 「はい，そ うです」 と， ジュールのひ となつっ

こい声が ひび きま した。

ジュール のう しろにすわ っていた女 の人 は， キャベ ツをひ
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「町 では こんなにみ ごとなキャベ ツはめった に見 られませ

んよ」 と，か の じょはいい ま した。 「どうぞ とっておいて下

さい，おば さん。」 ジュール は大 きな ひび く声で いいま した。

す る とほんとうに りっぱなキャベ ツだ といった ささや き声が

バスの中 にながれ ま した。 そう して，みんなが ま もな くい っ

しょに笑 った り，話 しあ った りするよ うにな りま した。

みんながひ とりず つ， パ リ中 でいちばん自分た ちの気 にい

っている ところをおとずれ るよ うに とジュール にすす めま し

た。 パ リの町 はず れに くる と運転手 まで もが， しんせつ にな

って笑 て っさえ くれ ま した。

「わあ
， す ごいな。」 ジ ュール はまるで ど ら声 のような大

きな声をあげま↓ た。 かれ は， お どろきのあま り目をみ は り

ま し㊧。 「大 ぎな町 だなあ。」

「ぼ うやの大 きな声 とあま りかわ らな いです よ」 と， とな

りのせ きにすわ っていた ドモ ン夫人 がいいま した。 ジュール

は笑 っていいま した。 「ぼ くは， しずかに話 そ うとす るので

すが， ときどきわすれて しま うのです」 「ぼ うやの声 はたの

しそ うで，元気のいい声ですね。」 と，ギヤ ロ夫人 はジュール

にも らったキ ャベツを手 にしなが らいいま した。 「ほんとう

にそ うですね 。」 むかいがわのせ きか らシ ャベ さんはうなず

いて さんせ い しま した。 「私たちを，みんなむか しか らの友

だ ちの ような気分 に させて くれ たね。」

ち ょうどその とき，バスは大 きなえ きのそばのてい りゅう

じょにとま りま した。 す ると， とつぜんすべてのこ とが変わ

って しまいま した。 もう， だれ もに こりともしな くな りま し

た。 自分の に もつをわ しずかみに して， らんぼ うに人 を押 し

のけ，つ きのけて出口の方へ さっさと行 って しまいま した。

だれ もさような らといいませんで した。

ジュールはたったひと りぼっちで，大 きなバス にとりの こ

２９３
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されて しまいま した。 かれ は もち ものを集 め ると， こみあう

てい りゅうじよにお りて行 きま した。 そ して， イベ ッ トおば

さんを さが しま した。 かの じょはきていませ んで した。 ジュ

ールは背 す じがぞっ とさむ くなるのをおぼえま した
。かれ は

いそいでえきに入 って ゆきま した。 そこ もこん ざつ して いま

したが， おば さんは見 あた りませ んで した。

ジュールはポケ ッ トに手 をつ っこんで，お母 さんがおば さ

んの電話 ばん こうを書 いて くれ た １枚 の紙 きれ をと りだ しま

した。 いそいで通 りす ぎようと して いる男の人の うで にジュ

ール は手 をのば しま した
。男 の人 はへん な顔を して ジュール

の手 をふ りは らい， いそいで行 って しまいま した。 ジュール

なた め息 をつ きま した。 ピ土一ル のいうとお り，町の人た ち

はふ しんせつで した。

ジュール は，荷車 をお して いる赤ぼ うのところへゆ きま し

た。 「ち ょっ とてつ だって くだ さいませ んか」 とド ジュール

はためみ ま した。かれ の大 きなひび きのある声 はかべ にあた

り，駅 のたか い円形 のてん じょうにまで ひび きま した。 「ぼ

くはイベ ッ トおばさんに電話 をか けたいのですが」

「ジ
ュール ．／」かれ の右 の方か ら声が しま した。 「ジュー

ル ／」 とかれ の左 の方か ら，べつの声が しま した。 「かわ い

そ うに」 と， またほかの声 が しま した。

シヤベ さん， ドモ ンさん とギ ャロさんが いそいでか けて き

たとき， ジュール の胸 は喜びで いっぱいにな りま した。

「ジュールが あばさんをみつ けるまで は， あなたがたの ど

ち らかが いっ しょにいて あげるのか と思 って いた のに／」 と

シャベ さんは ２人をせ めるような目つ きを しま した。

「私た ちは
， あなたが のこってい らっ しゃると思 っていま

した のよ」 とギ ャロ夫人がいいま した。 ドモン夫人は うなず

きま した。

「もう心配 しないでね
。 ジ ュール，私 たちがイベ ッ トおば さ

んをさが して あげますか らね 。」

「ほ一 ら／」 と
， ジュールが うれ しそ うに さけびま した。

そ して， うれ しそうな身ぶ りで ジュールたちのほ うへ いそい

で くる白いかみを した女の人をゆび さしま した。

「イベ ッ トおば さんです
」 「道が こんでいてタクシーが う

ごけな くな ったの よ」 イベ ッ トおば さんは， いき もつ かさず

せつめい しま した。

「むかえ にでていな くて こわかった ？」

「ええ
，は じめの うちは」 と， ジュールは大 きな声で いい

ま した。 「で も，す ぐそのあ とバスにのっていたお友 だちが

もどって きて，たすけて くれま したか ら。」 ジュール は， ・イ

ベ ッ トおば さんに新 しいお友 だちを しょうか い しま した。 シ

ャベ さんはていねいに頭 を下 げま した。 「あ したのおひるご

はんに， みな さんを こしょうたい したいんですが」 と，かれ

はいいま した。 「私たちは， このまちにこ られ るみ しらぬ お

客 さんをたすけ るために クラブをつ くりま しょう。」

「それはいい考 えですね／」 と
， ドモン夫人 は い い ま し

た。 「そ うね／そ して この クラブを 「なかよ しジュール』 と

なづけま しょう」 と， ギ ャロ夫人 はいいま した。

ジュールはただ うなず くだけで した。 かれ はあま りのうれ

しさに， しば ら く口が きけませ んで した。今夜 ピエール に手

紙をか こう。 そ して， かれがまちが っているということを知

らせ よう。友 だちは， どこにで もいるのだ．／と。
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過 去 現 在 未 来 か らの 声

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

愛献 灘 鰍 警蝶 論調ニニご簑
た私 はス ミス大管長 が現在 この世 における神の予言者で ある

ことを証す る。

歴史 は繰 り返す， そ こで我 々は現在 また未来 の問題を解決

す るためには過去 のことを振返 って学ぶ ことこそ 必 要 で あ

る。 コリン ト人 も我 々が今 の時代 に耳 に しているような矛盾

した言葉 によって惑 わ されて いたようで ある。 パウロはコ リ

ン ト人 に こう言 って いる。

「また
， もしラッパがは っき りした音 を出さないな ら，だ

れが戦 闘の準備 をするだろ うか 。 それ では空 にむか

って語 ってい ることにな る。世 には多種 多様 の言葉 があるだ

ろうが，意 味のない ものは一 つ もない。」（１コ リン ト１４：８

－１０）

パ ウロの声は印象的な力にあふれた大 きな声 であった。 そ

してその声 は中世の時代 も決 して沈黙 す ることはなか った。

我々すべてを取 り巻 く声 がある。 その中 にはきび しい声や

耳 ざわ りな声， また快 い声 もあれば我 々の心 をつ き刺す よ う

な声 もあ る。

パ ウロの述べた言 葉には，末 日に関す る示現 が含 まれ てい

る。その声 はこう言 ってい る。

「……後 の時にな ると
， ある人 々は，惑 わす霊 と悪霊 の教

とに気を と られて，信仰か ら離 れ去 るであろ う。それは，良

心 に焼 き印をお されてい る偽 り者 の偽 善の しわざであ る。 こ

れ らの偽 り者 どもは，結 婚を禁 じた り，食 物を断つ ことを命

じた りす る一 ・・」 （１テモ テ ４ ：１－ ３）

再び声があ る。 「悪霊の教え」 が耳ざわ りな声で宣言 して

いる。罪 などはな い。悪 もない。 神な どいない， と。 そ して

大洪水な ど決 して起 こ らない と信 じていた ノアの洪 水以 前の

人々 のように 『食え，飲 め，楽 しめ』 と言 ってい る。

霊 を堕落 させ ようとす る多 くの声が，肉欲の楽 しみを得 よ

奔放 に肉体的満足 を得 よと語 ってい る。現 在の我々の世 は ニ

ーフ ァイの予言著 が いた時 とほぼ似かよ ってい る。 ニ ーファ

イ人 の予言者 は次 のように述べて いる。 「も しも……義人た

ちの祈 りがなか ったな らば，お前 たちはすでに全 く滅 ぼされ

ていた ことであろ う……」 （アルマ１０：２２）言 うまで もな く

すべての戒め に正 し く忠実に従 って生活 し， その生活 と祈 り

によ って， この世 を破壊 か ら救 っている人 々 も数多 くいる。

我々 は終 りの時代に生 きてお り， この時代 は不安定 な恐 ろ

しい時代 であ る。闇はその暗 さを増 し，．暗黒 が忍 び寄 って き

て我々をおお う。

パ ウロの響 き渡 る声が聞 こえ る。

「……終 りの時 には
，苦 難の時代 が来 る。 その時，人 々は

自分 を愛す る者，金を愛す る者，… …神をそ しる者，親 に逆

らう者， ……神聖 を汚す者 ，無情 な者， ……無節制 な者， …

…神 よ りも快楽 を愛す る者 ……とな るで あろ う。」 （皿テモテ

３ ：１－ ５）

ある著名 な寄稿家 は現代 のことを次の ように書 いてい る。

「確か なことが一つ ある。我々 には一世紀 としてゆ う長 な苦

しみ のない衰退 を許 され ることはな いで あろう。我々 には今

敵が ある。 その敵 とは無情，粗雑 ，残虐であ る。また …… 自

分 たちは衰微 した道徳 よ りも高 い状態に あると信 じそ いる高

慢 な人間 であ り，執 ように敵対す る相手 をみつけ ようとす る

人 間である。」 （ジェンキン ・ロイ ド・ジ ョーンズ， 「人間の

生 み出す事件」 １９６１年 １１月２４日）

最近，道行 く人 々に 「貞潔 は古い考え方で しよ うか」 とい

う質 問がな された。す る と， その答 えは次 のような もので あ

った。 「道徳 の考 え方 が変 わろたんです よ。純潔 は もうすた

れたのです。愛があれば， そんな ことは問題で はないで しよ

う。」「純潔 な人 なんて気味 が悪 いです ね。」「貞淑 な人 なんて

今頃ほ とん どいないで しよ う。」 また １人 の少女 は言 った。

「純潔 なんて古 いわ
。 だ って この文 明の世 の中 に人々 はみ ん

な 自由にな ったんです もの。」

そ う，罪を犯すの も律法 を破 るの も自由である。性病 にか

か るの も自由な ら命 を縮 め るの も自由，神 を否定す るの も自

由 だ し，すべて の真 の自由か ら離 れて しま うことも自由であ

る。

我々 はこの世の中が深 い堕落の道 をた どっているのを目の
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当 りに して いる。パ ウロが警告 したすべて の罪が今 この社会

にはび こってい る。

男 も女 も 「自分 を愛す る者」 となって いる。 そ して皆 自分

の成功 を自慢 して いる。 また神をの ろいそ しってい る。また

別 の罪 は子が親 に従わず親が律法 に従わ ないことであ る。多

くの人 々が人間本来 の愛情を な くして しまい，利己的な願望

を満足 させ よう とす るために家族 の生活をむ しばんでい るよ

うに思 われ る。

人間 の愛情 を捨て，求婚期間や普通 の結婚関係を無視 して

きた堕落者が何百万人 もいるといわれて いる。そ して この事

実 は草原 の火 のごと くに広が り， この世界 を変 えて いる。 こ

のような人 々は神 に対 して もまた配 偶者 や子供に対 して さえ

も 「人 間本来 の愛情」 に欠 けた人間で ある。

パウ ロは，私 たちが ほ とん ど忘れて しまったか のような言

葉， 自制心 について述べ ている。辞書 の中 には今 なお， 自制

心 とは克 己心，特 に性欲上 の節制 のこ とと示 されて いる。多

くの正 しい人々 もこの時代 の大胆 な気運 に影響 されて，妻あ

るいは夫 のために手術 を受 けようと して いる。 こう して これ

らの人 々は避妊 し，子供 の数 を減 らす ようにというかん高い

声 に応 じている。子供 を生み育て るということは決 して容易

な ことではない。 しか し容易 なことを して いたのでは成長 も

進歩 もない。 に もかかわ らず，今 日，「子供 を少 な く」 という

大 きなが な りたてるような叫びが あり， また避妊薬や手術そ

して さらにひ どい堕 胎によって このことが なされて いる。 ま

った く，世 界の人口の減少 を図 る提唱者 は自制心のかけ らも

持 っていないよ うに思 われる。

本屋 には不道徳 な写真 の載 った本が並び人々 の情欲 を満足

させよ うと しているが，’自制心 の見受 け られる本 はほとんど

ない。人 間は，「人生 はセ ックスのためにあ る」 とい う説 をも

って， 「性 的満足」 を得 よ うとあ らゆる方法を編み出 して い

る。 そ してそのために家族 や家庭 や永遠 の生命，そ の他 のす

べての ものを も犠牲 にす る。 肉欲か ら離れ，清 い聖 なる もの

にその心 を とどあるように人 に勧 める，新聞，教壇 あるい は

説教台 か らの重 々 しい響 き渡 る声が なければな らない。

パ ウロは 自制心 と克 己について教え，伝道中ず っとこの こ

とを実践 した。 パウ ロが次 のように述べ た時， それ はこのこ

とについて語 ったのではないだろ うか。

「わた しとしては
，み んなの者がわ た し自身のよ うになっ

てほ しい。 …… もしわた しのように していれ ば，かれ らのた

め によ い。」 （欽定訳 １コ リン ト７ ：７－ ８）

「すなわ ち， 自分 のか らだを打 ちたたいて服従 させ るので

あ る……」 （１コリン ト９ ：２７）

２９６

パ ウロは 「神よ りも快 楽を愛する者」 ととりたて て述べ て

い る。 この言葉 は， 我々の時代 の放逸 なセ ックスの自由につ

いて語 っていないだろ うか。

パ ウロは 「……人 の家 に もぐり込み， そ して， さまざまの

欲 に心を奪 われて， 多 くの罪 を積 み重 ねている愚 かな女 ど も

を， とりこに している者 がある。」 （皿テモテ ３ ：６）

不道 徳は今やかつて尊敬 されていた人 々によって さえ黙認

されてい るよ うに思われ る。放 とうか らは決 していかなる良

きもの も生 まれない。パ ウロは言 っている。

「これに反 して
， みだ らな生活 を しているや もあは，生 け

る しかばねにす ぎない。」（１テモテ ５ ：６） また天 か らの声

はこう言 ってい る。 「汝 ら姦 淫す ることなかれ。姦淫 をな し

て悔い改めざ る者は捨 て らるべ し。」（教義 と聖 約４２：２４）

大 きな耳 ざわ りな声が，教育者 ，実業家，社 会学者，心理

学者，作家，映画俳優， 国会議 員，裁判官等， あるいは牧師

の間か らさえ も聞 こえて くる。それは彼 らがわずかばか り学

んですべての ことを知 ってい ると思い込 んだためであ る。

この利己主 義 と高 慢 さは，狡猜 な偽 りの父によって吹 き込

まれてい る。 「悪魔 の狡猜 な謀 ごと」 （豆ニーフ ァイ ９ ：２８）

につ いて述 べてい るニ ーファイ人の予言者 の声 を聞いてみよ

う。

「……人 聞が もしも神 の訓戒 に従 うな らば
，学問 のあるの

も善 いことであ る。」 （ニー ファイ ９ ：２９）

「……人間 は学問があ ると自分は賢 い と思 って…… 自分独

りで解 ると思 って ……その智恵 は愚かであ って……かれ らは

つい に亡び るのであ る。」（πニー ファイ ９ ：２８）

ペ テロは確信に満 ちた声 で，悪 を行 な う者 を不義 の報 い と

して罰を受け る分別のない動物 と呼んだ。 さらに， 「……だ

ま しごとにふけ ってい る…… しみであ り， きずである」 「そ

の 目は淫行 を追い」 「心の定 ま らない者 を誘惑 し」 と彼 らの

ことを語 って いる。また彼 らの 「肉欲 と色情」 について語 り

清め られてか ら罪に立 ち帰 る者は，犬が 自分の吐いた物 に帰

り，豚が洗われて もまた どうの中に ころが ってい くよ うな も

のであ ると言 っている。 ｑ ペテ ロ２ ：１３－２２参照 ）

ペ テロを支持す る声は，パ ウロか らデ トスへの手紙 の中に

不 されてい る。

「きよい入 には
，すべての ものが きよい。 しか し，汚 れて

いる不信仰な人に は， きよい ものは一つ もな く，その知性 も

良心 も汚れて しま ってい る。彼 らは神を知 っていると， 口で

は言 うが，行 いで はそれを否定 してい る。彼 らは忌 まわ しい

者， また不従順な者であ って，い っさいの良いわざに関 して

は，失格者で ある。」（テ トス １ ：１５－ １６）



若者たちの欲求不満について多 くのことが言われてきた。

私たちは彼 らの常軌を逸 した行動や不従順，明らかな信仰の

欠如を正当化するなどということはできないが，若者たちが

欲求不満に陥いることの責任の一端は，おそらく政府や神の

律法に従わない両親の悪い摸範 にあるといえるであろう。

確かに教壇や編集室，放送局，また説教壇からの声 さえも

若者の欲求不満に対 して何が しかの責任があるということが ’

できる。、

そのような声は，彼 らの永久に残る偽りや，悪と戦 う時に

真実の指導を与えるのを怠ったことに対して， 「……その民 ．

も祭司もひとしく……」 （イザヤ２４＝２）責任を取 らなけれ

ばならない。「祭司」 という言葉は，ここではいかなる信仰を

持っていようともその宗教の指導者すべてを意味している。

イザヤは言っている。 「地はその住む民の下に汚された。 こ

れは彼 らが律法にそむき，儀式を変え，とこしえの契約を破

ったか らだ。」（欽定訳イザヤ２４：５）

その耳ざわりな声の中に，人々の汚れを促 し，人々が堕落 し

ていく傾向を黙認 し，また神の全知を否定する多 くの聖職者
ぼ

の声が あることに，我々 は驚か され る。 これ らの人 々が信仰

を固 く守 るべ きであることは明 らかで あるが， しか し中には

世 の騒 々 しい叫 びに屈 して しまって いる者 もい るのであ る。

ここで私 は新聞か ら幾つか引用 してみた いと思 う。 「多 く

の聖職者 はマ リフ ァナにつ いて是か非かの解答 を出す ことを

しぶっている。」「マ リファナに対す る是非の答 えは情況 によ

るのである。」（タイム，１９６８年 ８月 ６日）

このよ うに して彼 らはすべての罪を闇に葬 って しま う 「情

況 の倫理」 を作 り出 して きた。

ほか の宗教指導者 たちはこう述べてい る。

「……キ リス ト教徒の行い に関す る偉大 な律法 は
，性 の問

題 に必ず しも当て はめる必要 はな い。」 （ロン ドンー英 国教会

評議会）

次 にこれ と対照的 な予言者 の力強い声を聞いてみよ う。 ペ

テ ロは次 のように予言 してい る。

「しか し，民 の間 に， にせ予言 者が起 った ことがあるが，

それ と同 じく， あなたがたの間に も， にせ教師 が現 れ．るであ

ろう。彼 らは，滅び に至 らせ る異端 をひそかに持 ち込み， 自

分 たちをあがな って下 さった主 を否定 して， ……また，大ぜ

いの人が彼 らの放縦 を見習い， ……」 （皿ペ テロ ２ ：１－ ２）

ちようど今月の新 聞に， 多 くの会員 を持 つあ る教会 の退職

した指導者が， 「教 会の祝福 によ って，結婚 していない男女
も

が床を共にすることを認める旧来の婚約の復興」を提唱 し，

さらに 「それは道徳的な意味においては姦淫 とはみなされな

い」 と述べたことについて書かれていた。

また次のような評論家の声もある。 「最近，映画界は，今

後性欲倒錯や同性愛が もはや映画か らしめ出されることはな

くなるだろうと述べた。……我々は日常生活に通 じている暴

力や不信，サディズムの中に若者たちを浸 しているのである

……」 （Ｊ・Ｌ ・ジョーンズ」

ごく最近の出版物か ら引用 してみよう。

「ある教会の協議会は今日では互いに同意した者同志の同性

愛はもはや犯罪ではないという考えを承認 している……」

多 くの読者を持つある雑誌は次のようなことを 述 べ て い

る。 「サンフランシスコのある聖職者たちのグループは，教

会は同性愛に対する批評を取下げるべきであると考えている

。’” 。◆」

牧師 とその妻か らなるあるグル ープが，男女 の同性愛 を提

唱す る者 たちによって催 された，性 欲倒 錯の計画 の資金集 め

のためのパーテ ィーに出席 した， ということが報道 された。

その雑誌 か ら引用 してみ よう。

「もし学校組織 の中で現在働 いてい る同性愛提 唱者 たちがす

べて明 らかにされ，州法 を維持す るため に免職 されるな らば

港湾地区 のす べて の学校 は，ただ ちに閉鎖 されなければな ら

ない。」（ニューズウ ィーク，１９６７年 ２月１３日）

前述 の牧師 は次 のよ うに述べた と報道 されてい る。 「……

同性 の ２人 の人間 も愛 を語 り，性交 によ って愛を深 め ること

ができる。」（同上）

これ らは醜悪 な声で あ り，大 き くて耳 ざわ りな声であ る。

なぜ我 々は このようなことが らを話すのであろ うか。 なぜ

我 々は もっと楽 しい話題が あるとい うの に，悔改 めを叫ばな

けれ ばな らないので あろうか。それは，世 の人々の生 き方 が

変わ らなけれ ば， だれかが世 に向か って世の滅亡 について警

告 しなけれ ばな らないか らであ る。

ここで ポープ１の詩を思 い出す ことがで きる。

悪，一 目見 し時憎 しみの念湧 く如 き，

い と恐 ろ しき顔つ きの魔 もの。

否，幾度か見 し毎 にその顔つ きに慣 れ，

耐 える気持 ちが あわれみ に，

あわれみ の情 は悪 しきを入 るるもの とな る。

（ア レキサンダー ・ポープ 「エ ッセイ ・オ ン ・マ ン」

作品第 皿，第 １３５）

このような警告 の声 に対 して激 し く反対 す る声 があ るに違

いない。我々 こそは声 を大 に して警告 の声 を発すべ きで ある。

偉大 なモーセにとって， これ ら性 欲倒 錯者 たちは汚 れた忌

み嫌わ しく，死 に価す る者たちであ った。 パ ウロに とって は

２９７
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彼 らは不自然で卑きようで罪深い，そして恥辱的な情欲をも

つ者であって，王国へのすべての門から閉め出されてしまう

者たちであった。

・両親が性 に関する行動 において無節操である場合
，あるい

は執筆家や作家，宗教界の指導者やその他の人々が このよう

な罪を黙認する時，模範や自分をつなぎとめる場所，信ずる

ごとのできる正 しいもの，安全な港を探 し求めて迷い，欲求

不満に陥っている若者たちを我々はいかにして暗闇か ら救い

出す ことができるであろうか。

「性の混乱を黙認する人々は，それに陥っていない人々す

らも危険にさらしているのである」と，社会学者ソロキンは

語 っている。

ある有名人が，高い尖塔のついた建物はたくさんあるがそ

の中では 「罪」という言葉が長い間語 られず，それに反対す

る説教が一度 もなされなかったと叫んでいる。

それ らの声とまさに対照的に，高いところか ら主の教会の

権威ある者の声が聞こえて くる。

「…∵・人は生物学上の一単位であり動物である。 しかし人

はまたそれ以上のものである。人は不死不滅の霊 の 宮 で あ

る。その霊は肉体によって汚されることがある。汚辱は貞節

の律法が破 られた時に起こる。」と Ｊ ・ルーベン・クラーク

Ｊｒ．副管長は言 っている。

「私たちの文明そのものが貞潔 と結婚の神聖 さと聖なる家

庭に基づいている。これ らを破壊する時，キリス ト教徒であ

る人は非人間と化すのである。

……家族の関係は永遠に続 くものである。そしてそれは，

私たちの知っている中で最 も荘厳で，最 も神聖な人間の関係

である。」（大会報告１９３８年１０月，Ｐ．１３７）

．・末日聖徒イエス ・キリス ト教会の大管長会は次のようには

っきりと警告 している。

「……性的な罪，すなわち男と女の誤った性的関係は殺人

に次 ぐ大罪である。主は姦通，姦淫，売春の間に何 らの根本

的な区別をなさらなかった。いずれ も主のおごそかな厳 しい

非難を受けるものであり…… （決 して）……主がこの罪に対

して宣告 された罰と裁きとを逃がれることのできないもので

ある。裁きの日は，夜の次に朝が来るように確かにやって来

る。」

そして出版物や放送か ら，あるいは説教壇か ら悪を黙認 し

正当化する者たちに対 してその声はさらに続 く。

「この犯罪をいいつ くろい，そのような情欲にふけること

を食欲や渇きを満たすのと同 じように自然の欲求を満たす罪

のない満足だと言う者たちは，唇をもって汚れたことを話 し

２９δ

ているので ある。 そのような者た ちの忠告は破壊 を招 き， そ

の知恵 は偽 りの父か ら来た ものであ る。」 （大管長会のメ ッセ

ージ
， インプル ーヴメン ト・エ ラ，１９４２年 １１月号， Ｐ．６８６）

再 びパ ウロの響 きわた る声が聞 こえ る。

「あなたがたは神の宮であって，神 の御霊 が 自分 の うちに

宿 ってい ることを知 らないのか。 もし人が，神 の宮 を破壊す

るな ら，神 はその人 を滅 ぼすであろ う。 なぜ な ら，神 の宮 は

聖 な るものであ り，．そ して， あなたがたはその宮 なのだか ら

であ る。」（１コリン ト３ ：１６－１７）

そ して神の声 は語 る。 「われはイエス ・キ リス トな り……

われ汝に再 び命 ず。 汝の隣人 の妻 を寅 り， また隣人 の生命 を

取 らん とす る ことなかれ 。」（教義 と聖約 １９：２４－２５）

結婚 しないで性的 な関係 に陥れ ば神殿へ の戸 口に錠をお ろ

す ことにな り， その結果永遠 の生命 に到 る道を とざす ことに

なる。

我 々は聞 いてお られ る方々すべてを，水 潤 う庭，影 あ る心

地 よい木 々の もと， また不変 の真理の もとへ心か ら招 きたい

と思 う。

我 々と共 に確信 と安寧 と一致 に来 られたい。 ここには冷 た

い水が流れ てお り， その泉 は瀾れ ることが ない。

来て予言者の声 に耳を傾け，神のみ言葉 を聞 こうではない

か。

主 は不変 のお方で ある。 きの うも， きょうも， いつまで も

変 わることのない淘方で ある。従 って主 の教会 はゆるぎな く

変わ らずた立 ってい る。 罪は黙認 され ない。 しか し心か ら悔

改 めるな らば許 され る。

我々 のために苦 しみを受け られた主 は次 のよ うに言 ってお

られ る。

「… …われ汝 に命 ず
，悔 い改 めよ……汝 の痛苦甚 しか らざ

らんがために悔 い改 めよ。す なわちその痛苦 の如何 に甚 しき

か を汝知 らず，その如何 に強 烈な るかを汝知 らず， また如何

に堪え難 きかを汝知 らざ るな り。 見よ， われは神 なるに，人

もし悔 い改 む るな らば この苦 しみを受 けざ らんが ために，す

べての者に代 りて この苦 しみ をわが身 に受 けた り。 され ど，

人 もし悔 い改 めずば誠 にわれ と同 じ苦 しみ を受 けざるべか ら

ず。その苦 しみた るや， われ神，す なわ ちすべての中最 も大

いな る者 な りといえ ども痛苦 のために身をふ るわせ，あ らゆ

る毛 の孔 よ り血 を湧 かせ ・・一 」 （教義 と聖約１９：１５－１８）

主 の僕 らの声が あまね く響 き渡 るよ う，イエス ・キ リス ト

のみ名 によって祈 りたて まつ る。 アーメン。



自制は霊的生活に欠 くこと

ができない

十二使徒評議員会補助

エ ル レ イ・Ｌ・ク リス チ ャ ンセ ン

怒 るにおそかれ

弟姉妹の皆さん，私はち ょ うど今

兄
（マ リオン・Ｇ） ロムニー長老が語

られたすべてのこと，またけさの大会で我

々の予言者が述べ られたこと，および予言

者に続いて永遠の福音の真理を述べた方々

の言葉に全く共感 している。

「私は今，我々ひとりひとりにかかわる

事柄について少しの間話 したいと思 ってい

る。これはありふれた問題であるが，注 目

に値するものである。

「怒 りをおそくする者は勇士にまさり，

自分の心を治める者は城を攻め取 る者にま

さる。」（箴言１６：３２） とソロモンが語 った

時，ソロモンは自制なくして個人の霊的成

長は得 られないことを知 っていた。

またある人は次のように言 った， 「人の

値の大きさは，彼が怒るものの大きさで測

ることができる」と。何と真理を言いあて

ていることだろう。 ささいなことで動転 し

たり怒 ったりすることは，その人が子供 っ

ぼく，成長していない証拠である。

他の人と交わる時，またひとりでいる時

でさえ，我々は絶えずいらだちの中にさら

されている。そして，どのようにこのいら

だちに反応するかによ つて，人格や性質が

写し出されるのである。健全で明るい性格

を伸ば し，人の助けとなり，よい影響を与

える者になるために，人はすぐに怒 りを表

わすことを避けねばならないということは

道理にかなっているように思える。 これに

よって，我々はおとなであるということを

示すことができるだけではなく，複雑な事

態を賢明に解決できるであろう。

なぜなら，人は怒っている時に立派な成

果をあげることはめったにない か らで あ

る。怒 りはよい結果をもたらさない。怒 り

は破壊者であって，建設者ではない。

節度のない怒 りは，我々の身体や精神に

対 して消極的にしろ悪い影響を及ぼすばか

りでなく，同時に知恵や正 しい判断までも

破壊 してしまう。また，我々が動転する時

理性を追いや って怒 りが支配するようにな

る。それゆえ怒 り狂 った嵐の中を出航 させ

る船長が愚かでばかげているように，怒 っ

ている時，決定を下すのは愚かでばかげて

いる。怒 りからは損害と破壊 しか得 られな

いのである。

怒 りが支配する時，正 しい判断は消え去

る。現に，沈着な人は，怒 っている人より

明らかに有利な立場にある．私は次のよう

な記事をどこかで読んだことがある。 「人

は正 しい時かんしゃくを起 こす 必要 が な

く，誤 っている時人は怒 り出さざるを得な

い。」

日常生活において，我々は怒りを押さえ

ようとしない人をよく見かける。

スペンサー ・Ｗ ・キンボール長老は，彼

のすばらしい著書 「許しの奇跡」の中で次

のように逃べている。怒りは 「邪悪な思い

であって，制御 しなければ，いまわしく横

暴な行動の先がけとなるかもしれない。

物事に対して怒ることは実にばかげたこ

とである。

レンチがすべって，手にあぎができたか

らといっても，それは小麦畑の中途で レン

チを投げすてる理由とはならないし，混雑

した通りでタイヤがパンクしたからといっ

て，いくらわめきちらしても元通りにはな

らないであろう。

物事に対 して怒るのははなはだ愚かなこ

とであるが，人に向かって怒り，激情を抱

き皮肉な言葉を語る時それは悲劇を生み出

す要因となるのである。たとえば，自己本

位の ドライバーが，ある車の前に接近して

わ り込んだとする。その時，気分を害され

た ドライバーがスピー ドをおとさず，怒 っ

て接触するほどその車に近づけたとする。

またあるいはしかえしをするため何か他の

ことをしたとする。その時，まさに惨事が

起 ころうとしているのである。

我々の家族の中でさえ，腹立たしい事態

が起 こることがある。そのような時にこそ

両親は落ち着いて模範とならなければなら

ない。感情を抑えることのできない人は，

訓練のできてない子供のようである。その

ような子供は，すねたり，かんしゃくを起

こして感情を表現 し，周囲の人の気持ちを

顧みない。家庭においては怒 りが抑えられ，

愛が満ちていなければならない。非常に感

じやすい時期に子供が自制のない怒 りから

起 こった醜い事態を体験する時，父親と母

親の間でかわされる冷たい言葉を聞く時，

また言い争いが思いやりのある雰囲気と相

互の尊敬の気持ちを押 しつぶ す の を見る

時，すなわちこのような状態が子供の環境

にある時，いったいその子は清 くなり，気

高 く成長するどのような機会に恵まれてい

るといえるのだろうか。子供の心は，写真

屋の鋭敏な感光板のようなものである。す
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なわち，子供の心はよいこと，悪

いこと，あらゆる出来事を記録す

る。子供は言われたことは忘れる

かもしれないが，心に感 じたこと

は決 して忘れないのである。

我々の耳に，ブリガム・ヤング

大管長の言葉が聞こえてくる。 こ

のことに関して，彼は，妻や子に

代 って，夫や父親に次のように述

べた。 「怒 ったり，むっつ りした

りするのを止めよ・・…・祈 りができ

ぬほど腹を立てるのを止めよ…」

（ブリガム ・ヤング 説教集 Ｐ．

２６８－２６９）

私はまた彼が次のように語．った

のを，何かで読んだことがある。

もし一緒 に祈 りたいと思わなけれ

ばそうしたいと感 じるまでひざま

ずいて祈 りなさい。私はそれが適

切な勧告であると信じている。

（説教集 Ｐ．４６参照）

数年前，デビド・０・マッケイ

大管長は父親と母親に次のように

訴えた。 「子供の前に正 しくない

見本を決 して見せてはいけない…

…子供に不機嫌な言葉を決 して聞

かせてはいけない。自分自身を制

すべきである。人は何をしていよ

うとも……す ぐにかん しゃくを起

こす弱い存在だからである……」

（インプルーヴメン ト・エラ１９６４

年１２月号，Ｐ．１０８２）

心の葛藤は進歩する手段となる

ことがある。なぜならば，その心

の葛藤に十分に打ち勝つことによ

り私たちは成長し，キ リス トのよ

うになることができる か らで あ

る。

ほとんどの激 しい感情 と同じよ

うに，怒 りは正義の表明にも，不

義の表明にもな り得る。義の怒 り

は神の特質であり，その怒りは邪

悪に対 して永遠に燃え上がる。

同様に，霊感を受けた人は，主

によって十戒がきざまれていた板

をモーセが割った時のように，義

の怒 りをもって語 り，行動するよ

うに導きを受けることがある。

しかし，欲求が満たされない時，かんし

ゃくを起こし，怒 りを爆発させ，醜 く，恨

み深く，憎しみ深 くなるのは許されないこ

とである。

怒 りを爆発 させたり，執念深 くなるのは

なぜ許されないのであろうか。それはただ

我々にそのような性向を抑え，克服する力

が与えられているからである。そのような

傾向を抑えられなければ，我々は他の人々

の尊敬や愛をもたちまち失ってしまうであ

ろう。

イエスは，不当に告訴 され，あざけりの

的とされたにもかかわらず，当惑 している

ポンテオ ・ピラトの前に堂々と落ち着き払

って立たれ，怒 りに関 してその行動の中で

模範を示されたのである。イエスは怒って

報復などされなかった。むしろ，イエスは

どっしりと落ち着き，確固としておられた

のである。イエスのふるまいはまさに神を

思わせるものであった。我々すべてにとっ

て，これ以上模範となる態度があるだろう

か。

偉大な教師である救い主のすばらしい言

葉を聞いてみよう。

「「隣り人を愛し，敵を憎め』 と言われ

ていたことは，あなたがたの聞いていると

ころである。しかし，わたしはあなたがた

に言う。あなたがたの敵を愛 し，のろう者

を祝福し，憎む者に善をなし， さ げす む

者，迫害する者のために祈れ。」（欽定訳マ

タイ５ ：４３－４４）

私はこれが実行するにたやす くないとい

うことを認めるが，兄弟姉妹の皆さん，も

し我 々がこの世での目的を達成することを

望んでいるならば，心か らこの愛を実践す

るように努力 しなければならない。

もしこのようにするな ら，我々は個人的

に大いなる祝福を受け，我々の家庭は愛と

調和と平和に満ちた穏やかな雰囲気をかも

しだすであろう。私はこのことを証し，こ

れを実現 しようとする時に主の導きがある

よう，主イエス ・キＩＪス トのみ名によって

祈る。アーメン。
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にかけられた非常に古い橋の上に立った。

私は１９１８年の休戦，そして大戦争の終了を

告げる歌声が流れたあの時から５３年という

月日が過ぎ去っていたことにふと気がつい

た。私は５３年前のソンム川の様子を思い浮

かべようとした。…体何千人の兵士たちが

この橋を渡ったことだろう，．ある者は生き

ながらえてこの橋を渡り帰還した。しかし，

その他の人々にとって，このソンム川は帰

らざる川となったのである。戦場となった

ヴィミー ・リージュ，アルマンチエール，

ヌーブ ・シャペユルではぞっ とす る程た

くさんの命が奪われたのである。立ち並ぶ

均整のとれた白い十字架は決して忘れるこ

とのできない記念碑の役割を果 た して い

る。

私は思わず， 「戦争は残虐なものだが，

しかしそれでも愛に基づいた勇気ある行動

に向かわせるとは何と不思議なことであろ

う」とひとり言を言っている自分に気が付

いたのである，，

少年の頃，私は 「迷える大軍」という記

事を読むのが好きだった。 「迷える大軍」

とは第一次世界大戦の時の第７７歩兵部隊の

一団のことである
。 ミユーズ ・アルゴーを

攻撃 している間，ある陸軍少佐は敵軍が堀

ったざんごうの中をぬって この部隊を指揮

した。 しかし，隊の両側にいた部隊は前進

することができなかったので，その部隊は

敵軍に包囲された。食料と水が欠乏 し，負

傷兵たちは撤退することもできなかった。

後方では攻撃がくり返えされた。敵軍が降

参するように求めているのを無視 したので

あった。新聞はその部隊のねばり強さを報

じた。見識ある人々はこのまま戦いが進ん

だらその部隊の破滅を招 くと考えていた、

全部隊間の交通がしゃ断されていた短 くも

絶望的な時期が過 ぎると，第７７師団以外の

他の部隊が進軍し， 「迷える大軍」を救い

出した。従軍記者たちはその至急報に救出

部隊はまるで戦友を救い出すために出かけ

た愛の十字軍 さながらに努力していると書

き送 ったのである。人々はすすんで義勇兵

となり，勇ましく戦 って，死んで行 った。

これにふさわしい称賛の辞は，オ リーブ山

上で述べられた不朽の垂訓の中の言葉があ

てはまる。それはすなわち 「入がその友の

ために自分の命を捨てること，これよりも

大きな愛はない。」（ヨハネユ５：１３）である。

忘れられていることは 「迷える大軍」の

苦境についてであり，忘れられたことはこ

の大軍を救うために払われた多くの代償に

ついてである。ここで過去からもどって現

在について考えてみよう。今日， 「迷える

大軍」がいるだろうか。 もしいれば，迷え

る大軍を救うために我々に課せられた責任

はどのようなものであろうか。 このような

人々はカーキー色の軍服を着ていないだろ

うし，また太鼓の音に合わせて行進もしな

いであろう。しか し，このような人々は孤

立によってもたらされる同様の恐れを抱き

絶望を感じ，迷いを知っているのである。

世の中には手足がきかない，言葉が話せ

ない，目が見えないといった肉体に欠陥の

ある 「迷える大軍」がいる。あなたがたは

盲導犬を連れとしてその後からぴったりと

ついて歩 く人，または白いつえを頼りに，

コッコツと足元を確かめながら歩む人をど

のように して助けたらよいか，そのなすす

べを知らずに，心に葛藤を生じた経験はな

いだろうか、，この人跡未踏の暗黒の荒野で

迷っている人々はた くさんいるのである、

「迷える大軍」を救う救済事業を知 りた

ければ，盲人を収容している施設を訪問し

目の見えない人々のために本を読んであげ

ている人たちの無私無欲の奉仕 を 見 な さ

い。そして不具な人々を教えるその技術を

観察 しなさい。また彼らにも仕事が与えら

れるように努力 している人々の精神を感じ

取 りなさい。

悲惨にもそのように不具になった人々の

ために，喜んで働き惜 しみな く与える人々

は，自分たちが目の見えない人々の人生に

もたらす光の中に十分な報酬を見つけてい

るのである。

私たちは，盲人の敏 しょうな指先が点字

版の新約聖書のページをすばや くめ くる

時，その盲人の喜びを感 じるであろうか．

盲人はヨハネによる福音書 第１２章 で 出ま

り，平和の君によってもたらされた約束の

言葉の深い意味を考えている。それは「わた

しは光として この世に来た。それは，わたし

を信 じる者が，やみの うちにとどまらない

ようになるためである」．（ヨハネ１２：４６）

という聖句である。

老人，未亡人，病人という 「迷 え る大

軍」のことをよく考えなさい。 このような
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人々が孤独というかわき切ったさびれた荒

野に住んでいる姿を我々はひんぱんに目に

している。若さが失ったり，健康をそこな

ったり，また気力が衰えたり，かすかな希

望の光 さえもがぼんやりと消えかかった り

している時，おびただしい数にのぼるこの

ような 「迷える大軍」に及ぼされる救いの

手と同情心は彼 らを助けささえることがで

きるのである。

、現在ニュー ヨーク州のブルックリンの教

会支部に属するある青年が１３歳の時にソル

トレーク市に住むそのような人々に救いの

手を伸べたことがあった。 この少年 とその

伸間たちは，たくさんの貧 しい年老いた未

亡人たちの住んでいる所に住んでいた。少

年たちはすばらしいクリスマスパーティを

開くために１年間をかけて貯金 し，計画を

たててきた。 クリスマスとは他の人のこと

を老えることであるというクリスマスの精

神に目覚めるまで，少年たちは自分たちの

ことばかり老えていたのである。少年たち

の リーダーであるフランクは，今までため

てきたクリスマス資金を自分たちのために

計画していたパーティに使わないで，む し

ろ近所に一緒に住んでいる３人の年老いた

未亡人たちのために使おうと提案した。

新 しい試みに胸をおどらせなが ら，少年

たちは特大のロース トチキンやポテト，野

菜，ツルコケモモ，それに伝統的なクリス

マスの祝いに必要なものはすべて買った。

少年たちは宝物の贈物を未亡人の家まで持

っていった。少年たちは雪の降る中を通っ

て，くずれ落ちそうになった玄関にやって

来た。 ドアをたたくと中からゆっくりとし

た足音が聞こえ， ドアが開かれた。

１３才頃の特徴 とも言える調子っぱずれの

声で，少年たちは 「聖 し， この夜，星はひ

かり」と歌い，それか ら贈物を渡した。

昔，かの栄光ある夜に歌った天使よりも美

しく歌い，贈物を．した博士よりも大いなる

贈物をしたのであるる

私はこれらのすばらしい婦人たちの顔を

見つめ，心の中で 「だれかの母親である」

と思い，気高い少年たちの表情を見た時，

「だれかの息子である」 という思いがはね

返 ってきた。

主はみ言葉の中でどのように言われたで

あろうか。 「……これ らの最も小さい者の

３０２

ひとりにしたのは，すなわち，わた しにし

たのである。」（マタイ２５：４０）

他に，思いや りのない言葉によって互い

に孤立 しあう母親，父親，息子，娘から成

る 「迷える大軍」もいる。このような悲劇

をかろうじて避け得た若者を紹介しよう。

私たちはその若者をジャックと呼ぶことに

しよう。

ジャックはそれまで，父親 と何回もひど

い口論をしてきた。 ジャックが１７才であっ

たある日， ２人は特に激 しいけんかをした

のである。その時，ジャックは父親に 「け

んかもこれで最後だよ。ぼ くはこの家を出

ていく。絶対帰って来ないよ」と言った。

そう言うと，ジャックは家にはいって荷物

をまとめ始めた。母親が思いとどまるよう

にい くら頼んでも，あまり腹を立てていた

のでその言葉を聞き入れることはできなか

った。 ジャックは玄関の所で泣 く母親を残

して出て行 ったのである。

庭を過ぎてまさに門を出ようとした時，

父親の呼ぶ声がした。 「ジャックおまえが

出て行 く大きな責任はこのわしにある。心

か らすまないと思っているよ。家に帰りた

いと思ったら，いつでも帰ってきなさい。

私たちは帰りを待っている。そして，わし

はおまえにとってもっとましな父親になる

よう努力するよ。いつもおまえを愛 してい

ることを知 ってもらいたい。」

ジャックは何も言わずにバス停に行き，

遠 くまで切符を買った。彼はバスにゆられ

過ぎゆく車窓の景色を見ながら，父親の言

った言葉について考え始めたのである。 ジ

ャックは父親がそのようなことを言えるく

らい自分を愛してくれていたことがわかり

始めた。

父親はあやまり， ジャックにもどって来

るように言い，夏の空に鳴 りひび くような

「わしはおまえを愛 しているよ」という言

葉を残 したのである。

その時，ジャックはこれか ら自分の取る

行動が自分の責任であることに気がつき，

またジャックが自分の内に安らぎを見つけ

るただ一つの方法は父親が自分に示 してく

れたと同 じ，円熟したおとならしさとやさ

しさと愛を父親に示すことであ．るというこ

とがわかった。 ジャックはバスを降 りると

帰りの切符を買って家に帰 ったのである。

真夜中を少 しすぎたころ家に帰り着き，

家にはいってあか りをつけた。そこには，

両手で頭をかかえこんで揺りいすにすわっ

ている父親の姿があった。彼は顔を上げジ

ャックを見るといすからたち上がり，２人

はかけ寄ってしっかりとだきあった。それ

以後，ジャックは 「私にとってそれ以後の

年月ほど私の人生の中で幸福な年はありま

せんでした」としばしば言 っていた。

少年は一晩にしておとなになったと言 う

ことができるであろう。玄た，激情を抑え

自：尊心を抑制 したこの父親は，息子が 「迷

える大軍」の一員となり，．親子関係がくず

れて家庭が崩壊する前に自分の息子を救い

出したと言うことができるであろう。愛は

固 く結ばれたきずなであり，苦痛を和 らげ

るものである。．愛 とは私たちがしばしば感

じるものであり，まためったに言い表わさ

ないものである。

シナイ山より私たちの耳に 「あなたの父

と母を敬え」 （出エジプ ト２０；！２）ととど

ろきわたる。また， 「汝相愛して共にこの

世に生きよ」 （教義と聖約４２：４５） という

同じ神からの命令がある。

「迷える大軍」は他にもいる。ある人は

罪の密林の中でもがき，またある人は無知



という荒野の中をさまよっている。真実，

私たちひとりびとりは人類の迷える大軍，

まさに永遠の死に追いやられたといってさ

しつかえない者の中に数えられていたので

ある。

「一…死 がひとりの人によってきたのだ

か ら……アダムにあってすべての人が死ん

でいると同じように・・…・」 （互コ リン ト

１５：２１一一２２）私たちはすべて死という経験

を経る。そして，だれもこれを避けること

はできない。もし私たちが救われないまま

でいるとしたら，求め続けた天国は失われ

愛 し合った家族は失われ，親 しく語 り合っ

た友人をも無 くすであろう。 この真理を悟

る時，私たちは世の救い主の降誕に伴 って

もたらされたこの上ない喜びに感謝 し始め

るのである。み使いによって もたらされた

「彼女は男の子を生むであろう。その名を

イエスと名づけなさい。彼は，おのれの民

をそのもろもろの罪から救 う者となるから

である。」（マタイ１：２１）とい うみ言葉は

何 とすばらしいものであろうか。

フランスを流れるその川は第一次世界大

戦中に 「迷える大軍」．を救出 した入々の進
ヤ

軍を見守 っていた。また，他のある川は万

物の救い主，すなわち聖なる照い主と導き

と教えを施す業が始められるのを見守 って

いたのである。聖典には 「すると天から声

があった， ｒあなたはわた しの愛する子，

わたしの心にかなう者である』」（マルコ１

：１１）と記されている。

今日では，ガリラヤ湖の湖畔に位置し，

救い主の導きと教えを施す業の中心地であ

ったカペナウムは破壊されている。主はユ

ダヤ会堂で福音を述べ伝えられ，海辺にあ

って教え，家々にあっていやしの業を行な

われたのである。

ある機会に，イエスは （ルカ４：１８）イ

ザヤ書から 「主なる神の霊がわたしに臨ん

だ。これは主がわたしに油を注いで，貧し

い者に福音に宣べ伝えることをゆだね，わ

た しをつかわして，心のいためる者をいや

し，捕われ人に放免を告げ，縛られている

者に解放を告げ」 （イザヤ６１：１） という

聖句を引用し，私たちが属する 「迷える大

軍」を救うために明らかに神聖な救いの計

画があることを知 らされたのである。

イエスがガ リラヤでのべ伝えられたこと

はただ単なる薗置きで しかなかった。人の

子はゴルゴタと呼ばれる丘に向かって行 く．

その時までつねに恐 しい出来事に遭遇 して

こられたのである。

イエスは，最後の晩餐の後ゲッセマネの

園で捕えられ，弟子たちに見捨てられ，つ

ばを吐きかけられ，法廷に立たされ，はず

かしめられて，カルバ リへ向けてその大き

な十字架を背負 ってよろめきながら歩かれ

た。主は裏切 られ，責められ，十字架上で

死なれて勝利を得 られ，準歩された。

天父は私たちのためにその御子を与えたま

い，私たちの長兄はその命を私たちのため

に与えたもうたのである。

主は最後の瞬間まで引き返すこともでき

た。 しかし，主はそうされなかった。主は

万物，すなわち人類，地球，また地球に住

むあらゆる生き物を救うためによろずの物

の下に身を落とされたのである。

マクダラのマリヤたちが主の遺体の世話

をするために墓に近づいた時にみ使いによ

って泣き悲しむマリヤたちに語られた言葉

よりも尊い言葉を，私はキ リス ト教の世界

に見い出すことはできない。

「あなたがたは，なぜ生きた方を死人の

中にたずねているのか，そのかたは，ここ

にはおられない。 よみがえられたのだ。」

（ルカ２４：５－ ６）

人類の 「迷える大軍」すなわち過去に生

まれ死んだ人々，現在生きておりいつか死

を迎える人々，やがて生まれそして死ぬ人

々，この迷える人類の大軍はこのみ言葉に

よって救われるのである。

主が私たちひとりびとりを永遠の死か ら

救い出したもうお方であり，主が真理の教

師であり，し．かも教師以上のお方であるこ

とを私は証する。．主は人生の完全なる模範

である。しかも模範以上のお方であるｒ主

は偉大な医者であるが医者以上のお方であ

る。人類の 「迷える大軍」を救いたもうた

主は文字通り世の救い主であ り， 神 の 御

子，平和の君，「イスラエルの聖者，よみが

えりたもう主，そして 「われは始めなり終

りなり。われは生ける者なり殺されたる者

なり。父と汝らの間の仲保者なり」 （教義

と聖約 １１０：４）と語りたもうたお方であ

る。

主の証人として私は主が生 きたもうこと

を証する。イエス・キ リス トのみ名により

申し上げる。 アーメン。
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「主が家を建てられるので

なければ……」

十二使徒評議員

ゴ ー ドン・Ｂ 。ヒ ン ク レー

永遠の結婚へのおや石
する兄弟姉妹，私はへりくだって聖

愛
霊の導きを願っている。

この ４月は，自然が再び活動を始める １

年のうちでもすばらしい時期である。 ４月

は約束の季節であり，美の時期であり，ま

た人が恋におちる時である。

けさ，私はりっぱな青年と美しい少女が

この建物に手をつないで歩いて くるのを見

かけた。彼女はダイヤの指輸を つ け て い

だ。 ４月が５月に， ５月が ６月にかわる時

国中で多くの人々が結婚するように，この

２人もまもな く結婚するのであろうと私は

思 った。

そしてその時，私は数年前ちょうど同 じ

ようなカップルから結婚式を執 り行なって

ほしいと頼まれたことを思い出した。 ２人

を仮にティムとスーと呼ぼ う。 ２人はすば

らしい将来を約束された男女だった，：２人

ともりっぱな家庭で育てられ，りっぱな教

育を受けていた。そしてお耳いに深 く愛 し

あっていると言 った。 ２人の式は神の神権

の権能のもとに宣言された永遠の祝福を伴

う忘れることのできないものであった。

何年かが過 ぎ，２人の家庭には ３人の子

．供が生まれていた。表面的には幸福な家族

だった。しかし最近ティムとスーが再び私

に会いにやって来た。今度はそれぞれひと

りずつで，その顔にはほほえみはなく，涙

だけが見られた。彼らは離婚の相談に来た

のだった。かつて真剣に語られた愛の言葉

は今や非難の言葉に変わっていた。信じが

たいことだった。それは春の穏やかな日の

あとに突然おそって くる３月のひどい嵐の

ようであった。

「子供たちはどうしますか」と私は尋ね

た。スーは子供たちに両親の絶え間ない口

論を聞かせるより，む しろ離婚 した方がよ

いのではないかと思 うと答えた。子供たち

はもうそのような言い争いのおろかしさを

感 じることのできる年令であるとスーは言

った。子供たちは，醜い傷あとを残す深い

痛手を負 うほど感 じやすかった。

ティムとスーの聞には何があったという

のだろう。彼 らと同じように，大勢の人々

には何が起こっているのであろう．なぜ，

３， ４組の夫婦のうちのほぼ１組がこの国

では離婚するのであろうか。

合衆国では毎年約４０万組の夫婦が離婚 し

ている。彼らは５０万を越える子供たちの親

であり，この国の ６００万以上のおとなが現

在離婚 しているか別居中である。

離婚は不可能ではないが，しかしかなり

難しい地方においてでさえ，同じような病

癖，すなわち家庭内の不幸，別居，放縦，

不道徳かつ不法な関係等から生じる同様の

のの しりや退廃的な罪悪が明らかに見られ

る。 ぐ

急増する少年犯罪の悲しむべき原因の １

つもここにある。文字どおり数百万の子供

たちは，親の愛がな く，また親の愛がない

ために子供をほうっておくような家庭の子

供である。また何億もの財産を食い尽 くす

公共福祉費負担額の増大の根源もここにあ

る。 これは創世の初めより主が定められた

家庭のあり方を否定するものであり，ここ

から悲嘆と失敗とが生ずるのである。

この問題をこれ以上長々と論 じることは

さけよう。すべてはあまりにも明らかであ

る。むしろ私はこのような悲劇を避ける方

策について述べたいと思 う。

結婚への夢と家庭を築 くことに胸をふ く

らませている方々へ，私は昔言われたこと

を繰返したい。 「主が家を建てられるので

なければ，建てる者の勤労はむなしい…」

（詩篇１２７１１）

では，その家を建てるための４つのおや

石を今提示したいと思う。まだ他にもある

が，私は特にこれらのことを選んで挙げて

みたい。この ４つのおや石はイエス ・キ リ

ス トの福音に基づいており，容易に理解で

きるし，これに従うことも困難ではない．

ほんの少 し努力しさえすれば，それらは十

分到達できるものである。もしあなた方が

夢に描いている家庭をこのおや石の上に建

てるな ら，私は次のことをあなた方に約束

したい。すなわち，結婚生活の危険は消え

お互いの愛情は年を経ると共に深まり，あ

なた方は自分自身の子供たちが成長して持

つ後世の子供たちをも祝福することになる

であろう。そして現世での幸福と永遠の喜

びを知るであろう，．

そのまず第 ！は，互いを敬 うこ とであ

る。敬 うとは，伴侶をこの世で最も大切な

：友とみなすことであり，自分のわがままや

気まぐれに合わせ るように無理強いできる

所有物や財産 とみなさないことである。

パール ・バックは次のように述 べ て い

る。 「愛は強いることができない……。愛

は求めず，探 さずとも天から来るものであ

る，」（「宝の小箱）Ｐ．１６５）

この尊敬の気持ちは，お互いが神の息子，

娘であって神の属性を若干付与されており

，各々にそれぞれの才能を伸ばし表現する

権利が与えられており，寛容と忍耐，理解，

礼儀正しさ，また思慮深い思いやりを受け

るに足る資格が与えられているということ

を認識することか ら生じる。真実の愛で問

題 となるのは単なるロマンスではな く，伴

３０４



侶の幸福を心から配慮する気持ちである。

結婚生活で ２人が共に伴侶として保つき

ずなは，平凡であり，時には退屈な．ものに

さえなりがちである。私は男性が時折自分

のかたわらに立っている協力者が，‘大いな

る創造という仕事に自分と共に携わってい

る神の娘であるという事実を思い出すこと

のほかに，結婚におけるこの友人関係を確

実に高 く、霊感あふれる水準に保つものは

ないと思う。また私は女性が，天父の息子

が身につけている神性，また尊敬，賞賛，

激励が寄せられる時に呼び起こされる神性

を自分の夫が備えていることを重んじ望む

ことのほか，夫への愛を常に保つよい方法

を知らない。このような態度こそが，お互

いをたえず理解するのに役立つのである。

私が ２番目に述べるのはきわあて簡単な

ことであるが，私はそれが大切な基礎にな

るものであると思う。より適切な言葉がな

いため，私はそれを柔らかい答えと呼んで

おこう。

「柔らかい答は憤 りをとどめ」 （箴言１５

１）と昔から言われている。

穏やかに話すとき，私たちはめったに問

題を起 こすことはない。私たちが声を荒立

てた時にのみ，火花が飛び，小さなもぐら

塚が大きな山となるほどの論争にふ くれあ

がるのである。私はいつ も予言者エライジ

ャがバアルの祭司たちと争った時の描写に

何か大切な意味を感ずる。聖典には次のよ

うに書かれている。「大きな強い風が吹き，

山を裂き，岩を砕いた。 しかし主は風の中

におられなかった。風の後に地震があった

が，地震の中にも主はおられなかった。地

震の後に火があったが，火の中にも主はお

られなかった。火の後に静かな細い声が聞

えた。」（列王上１９：１１－１２）

天の声は静かな細い声である。同様に家

庭の平和な声も静かな声である。

結婚生活をする上で，私たちは自分の伴

侶にではなく自分自身に対 して多大の修練

が必要である。

現在父親である人にとって，また将来父

親になる人にとって，デビ ド・０・マッケイ

大管長の忠告ほど意味がある言葉はあまり

ないであろう。大管長は次のように述べて

いる。「父親が子供たちになし得ることで，

父親がその子供たちの母親を愛していると

感 じさせること以上に偉大なことは何もな

い。」

も．し夫と妻がお互いに穏やかに話をする

ように訓練 しあい，子供にもそのように話

しかけるなら，家庭内の平安はどれほど増

し，子供たちの生活の安全はどれほど保証

されるだろう。これにより離婚や別居とい

った悲劇がどれほど減 り，またどれほど大

きな愛 と喜びがもたらされるであろうか。

パウロは言っている， 「父たる者よ。子

供をおこらせないで……」（エペソ６二４）

私はもう一度繰返す。平和な家庭の声は

静かな声である。

さて，安定 した幸福な家庭を築 く第 ３の

おや石に移ろう。私はそれを神と人に対す

る正直さと呼ぶこと．にする。

弁護士であり，カウンセラーであり，ま

た教会の指導者として長年の経験を持つ博

識あ．るある人が，金銭問題は往々にして夫

婦間に緊張をもたらし，その結果家庭内に

悲劇が生じるとかつて私に語ったことがあ

った。

先ほど話した若い友は，妻がぜいたくで

浪費家であるといって批難し，一方妻の方

はにがにがしい口調で夫はしまり屋で，か

せぎが少ないとこぼした。 ささいな金銭上

の口論が ２人を愛の破局に招いたのであっ

たＤ．

家庭を築 く人とその家族にとって，予言

者マラキを通 して古代イスラエル人に与え

られた戒めを守ることほど，実 り多い祝福

やよい訓練はほかにないことを私は確信 し

ている，「……十分の一全部をわた しの倉に

携えてきなさい。 これをもってわたしを試

み，わたしが天の窓を開いて，あふるる恵み

を，あ なたがたに注 ぐか否かを見なさいと，

万軍の主は言われる。」（マラキ３：１０）

結婚には普通多 くの義務が伴うものであ

る。そこで私は，あなた方と私の若い友に．

助言申し上げたい。什分の一と献金を払う

ことによって，神に対して正直に生きるこ

とを第一の義務としなさい。あなたがたは

神の祝福が必要となるであろう。神の祝福

はどんなに必要なことであろうか。神は約

束 されたことを必ず果たされると，私はお

ごそかにあなた方の前に証する。 この祝福

の中には，家庭の平安 と心の中に生まれる

愛が含まれている。

まず天父への義務を果たすことから始め

あなた方の財産を使 う訓練をするな ら，家

庭問題のごたごたの原因となる邪悪な利己

心は，あなた方の生活のうちから消え去る

であろう。なぜなら，あなた方が見えない

主と分かち合うなら，あなた方は見ること

のできる人々に対してより親切に，より正

直に，より寛大にふるまうことができるか

らである。あなた方が神に対して正直に暮

らす時，あなた方はお互いに正直に生活す

るようになるに違いない。

さて最後に，第 ４のおや石として私は家

族の祈りを提案したい。一日の始めと終り

に共にひざまずくことほど，生活に有益な

効果をもたらす方法を私は他に知 らない。

主の前にひざまずき，お互いの面前でお互

いのために神に感謝を捧げ，生活の上に，家

庭の上に，愛する者の上に，また希望がか

なえられるように共に主に祝福を求める時

どういうわけか，結婚生活をおそう小さな

嵐は消え去 ってしまうのである。

そうすれば神はあなたのよき友 となり，

神との毎日の会話はあなたの心に平安をも

たらし，他からでは決 して得ることのでき

ない喜びがあなたの生活にもたらされるで

あろう。あなた方の結びつきは年と共に強

くなり，愛が強まり，相互理解はさらに深

められるであろケ，

子供たちは主の 「みたま」が宿っている

家庭に平安を感 じるであろう。あなた方は

教会が勧告 したように，家庭に子供たちを

集め，愛のうちに教えるであろう。そして

子供たちは互いに尊敬しあっている両親を

知り，彼らの心に尊敬の念が芽ばえ育つで

あろう。子供たちは穏やかに語られたやさ

しい言葉のうちに平安を体験し彼 ら自身の

生活に起こる嵐も静まるであろう。彼 らは

主に対して正直で，お互いに対 しても伸間

に対 しても正直に暮 らしている両親を知る

であろう。また彼らは両親が祈 りの中で，

大きな祝福にも小 さな祝福にも感謝を述べ

ているのを聞いて，感謝の念を持 って成長

するであろう。そして彼らは生ける神ぺの

信仰を持 って成人するであろう。

家庭の中に苦渋をもたらすさ．つりくの天

使はあなた方を過ぎ越し，あなた方１ま永遠

にまで延びる人生にあって，平安と愛を知

るであろう。皆様方の上に大いなる祝福が

あらんことを望み，このことをイエス．・キ

リス トのみ名により，へ りく．だっ七祈 りた

てまつる。アーメン。
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ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ンス に お け る 沖縄 地 方部 の コ ー ラ ス 那 覇 支 部 教 会 堂

＊ ・》← 契 ＊ ＊ 言正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 甚 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 菅 ＊

今年の ７月頃私は沖縄を訪問された伝道部の指導者か ら

沖縄の人々がひどい水不足で困っておられるということを

伺いました。それ以後 こちらで雨が降るたびに会社の同僚

と嘆息 しながらこう言 ったものです。

「皮肉ね。 沖縄で降 って くれればいいのに。」その後も

雨は一向に降らずユース ・コンファレンスの頃は日本を縦

断してあちこちで雨を降 らせた台風も沖縄をよけて通り，

一滴の雨も降 らせなかったというこ之です。こうして沖縄

の水不足はますます翠刻 な問題になっていきました。

９月にはいり私たちは伝道部から５日の断食日には全員

で，沖縄に雨が降り１日も早 く水不足が解消されるよう祈

るよう指示を与えられました。私たちが全員一致 して真心

か ら祈るならばきっと聞き届けられるでしよう。私たちは

祈りま した。ユース ・コンファレンスであの悪条件にもか

かわ らず大きな成果をあげ，愛 と一致のテーマを達成する

ことができたよ うに， きっ とこの祈 りが聞 き届け られ ると

信 じて。

２， ３日後， 沖縄地方部 の指導者か ら一通の速 達が参 り

ま した。 その中には こう書 いて あ りま した。

「…… ５口の断食 日には私 たち沖縄地方部のため雨 が降

るよう伝道部 の皆 さんで お祈 りを して下 さって ありが とう

ございま した。 その 日は朝か ら大雨 になり今 日まで全面給

水 にな りま した。 ……」

祈 りは聞 き届 け られ たのでナ ，私 は天父 の愛を心か ら感

じ，また信．じて祈 る時に必ず その祈 りに答があ るとい う証

を さらに強 め ることが できま した。 この伝道部の上 に天 父

の大いな る導 き とみたまが あ り，霊感 にあふれた指導 者を

この伝道部 にお送 り下 さった主 に心か ら感謝 しています。

これ らの証 と感謝 をイエス ・キ リス トの御名 によ り申 し

上 げます。 アー メン。

３０６



日本中央伝道部

大阪支部，大 阪第二支部誕生

毎月３０～４０名 の改宗者 を出 し， ここ ２， ３か月の出席人数

も，平均 ２３０名 にふ くれ上 った阿倍野支部 が， ９月 ５日，清

水伝 道部 長の指導 の下， ２つ の支部 に分割 され，その名 も大 ，

阪支部 ，大 阪第二支部 と改名 され，早 くも大阪ス テーキ部 へ

の足がか りをつ くりま した。

大阪第二支部 の地域 は，住吉区，東住吉区 の ２区で，大阪

支 部は， この ２区を除 く大半 の大阪市 です。

大阪支部長 に，神成弘昭兄弟が，大 阪第二支部長 には，中

野 旺之 兄弟 が， それ ぞれ召 され，按手任命 されま した．集 会

場 は今迄 の阿倍野 支部 の建物 を共同で使用 します。

大阪市の人 々は約 ３００万人，今後共，一層発展 して行 くこ

とで しょう。

大阪支部長会

左から

第 １ 岩本正憲

支部長 神成弘昭

第 ２ 玉野牧夫

大阪第二支部長会

左から

第 を 服部昌和

支部長 中野正之

第１ 浜田博之

Ｍ ＩＡ 大 会 開 か る

去 る ８月ユ２日より１５日にわた って，例 年の ごとくＭ ＩＡ大 会が開 かれ ま した。

３１２名 の兄弟姉妹が， この大会 に参加 して，朝か ら夜迄 ，計 画 された数 ４のプ ログ

ラムに参加， お互 いの日頃 の成果を競 い，或 いは楽 しい プログ ラムに打興 じて， お互

いの親睦 をはか り，信仰 とあか しを強 くしま した。

今 年は ３年 目で もあ り，会員 たちも大会 にす っか りなれて役 員の指示の下， ス ムー

ズ に会は運ばれ，大成功 の内に大会 は終 りま した。

開会式後の記念撮影 金 沢 支 部 ロ ー ドシ ョウ
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ト

日 本 東 伝 道 部

モルモ ン経 を写本 して

池田つるよ姉妹が，この教会について知 られ

たのは，横浜支部の会員であった息子 さんから

でした。将来息子 さんと，教会の会員であるお

嫁さんの家庭に入るであろうと考えられた池田

姉妹は，息子さんの宗教を勉強 してみようと思

われました。息子さんにそのことを話されると

彼はモルモン経を くださったので，姉妹は一年

がか りで読んでみられました。けれど殆んど理

解できなかったと彼女はおっしゃっています。

その頃池田姉妹の近所の方が家を貸すことに

なり，姉妹の名前で広告を出しました。その家

を借りたいといって見に来 られたのが，札幌支

部の中田兄弟姉妹でした。結局彼 らはその家を借 りられませんで し

たが，その時どちらからともなく，教会の話が出ました。池田姉妹

がモルモン経を一度読んだけれど，理解できなかったことを話され

ると，中田兄弟姉妹は， 「宣教師に来てもらいましょう」といわれ

ました。池田姉妹はその時，そんなにしてまで勉強したいとは思わ

れませんで したが，それか ら２， ３日後， ２人の外人長老たちが彼

女のお宅を訪問しました。彼女は外人を見 られた時，び っ く りさ

れ，おじけつかれて，断わろうとされました、

けれど最初のレッスンを聞かれると，知識欲が頭をもた げて き

て，ものを知るということが楽しくなられ，急にもっともっと聞き

たいと，強 く望まれるようになりました。そして 一生懸命勉強しな

ければと感 じられた姉妹は，一度読んで理解できなかったモルモン

経を写そうと決心されました。写して行 ったら，きっと理解できる

だろうと考えられたのです。

教会や信仰について勉強 してゆかれるうちに，池田姉妹はこの教 ，

えの中にこそ，彼女

の理想の世界がある

ことを感 じてゆかれ

ました。他力本願で

与えられるものをそ

のまま受けて行 くだ

けの消極的な信仰，

彼女が今まで信 じて来 られた仏教に物足 らなさを感 じ，無意識の中

に，もっと積極的な力強さを持つ絶対神を求めておられた姉妹でし

た。モルモンの教えは，彼女の望みによく合っていま した。よき人
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札幌支部

亀

池 田 つ る よ

（松尾まさ子姉妹記）

の教えは，そのまま受け入れるという，仏教思想がしみ込んでおら

れた池田姉妹は，宣教師達の一・見不思議な話 も，そのまま受け入れ

ようと努められました．

けれども，まだた くさんの疑問もあり，先祖からの宗教であり今

まで信じてこられた仏教に対する心残 りもあって，池田姉妹は頑固

に宣教師達に質問を続けておられました。モルモン経を読まれ，写

しておられる間，何度もバプテスマについて読まれ，その大切さも

わかってこられました。そのうち，バプテスマを受けなければ，続

けて読む資格がないような気持になられました。そしてモルモン経

を写 しておられる間，彼女の上

に沢山の奇跡が起こりました。

老眼で見えに くかった目がよく

見えるようになり，肩が張 って

できなかった洋裁 もできるよう

になりました．池田姉妹はいつ

の間にか，モルモン経を写 し終

えたら，バプテスマを受けよう

と決心 しておられました。

そして彼女と長い間勉強 して

きた佐々木姉妹の転勤の直前，

雛

池 田姉 妹 は ， 正 式 に 末 円聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の 会員 と な られ

ま した，、

池田姉妹は，すべてのことに琢謝し，心から人のために働 らかれ

る素晴 しい方です．宣鞭 群 も造 てもよくして下さ・て，薩

が集会の為にお伺い

すると，いつもなつ

か しい日本的なお料

理を御馳走して下さ

います。本当にお料

理が上手です。

池田姉妹は，また

よい宣教師でもあられます。御近所の方達や，お友達みんなに福音

を紹介して下さり，現在彼女のお家に下宿 している一人の兄弟が宣

教師からレッスンを受けており，もうすぐバプテスマを受ける予定

です。又もう一組の，子供さんのいない夫婦の方を， レッスンを受

られけるよう，私達に紹介して下さることになっています。



欝

酵
蜜 騨

上 多くの兄弟姉妹の力強い証が述べられました

ヨ ・＝・ス 、・コ ン ７ ア

東 京 ス テ ー キ 部

９月 に入 って，各 ワー ト部の若 者たちは変

った。 目の揮 きか，態度か，笑顔 か。

８月２６日か らの ３日間，横 浜て行 なわれ た

ユ ース ・コンファ レンスに参 加 した約８０名 の

若 人は新たに多 くの証 を身 につけて各 ワー ド

部に帰 って きた。 ４つのセ ミナーは若者の心

に深 く刻 み込 まれた。 「天文学 と高価 なる真

珠」 ではその神 の偉大 さに驚 き， 「英会話」

では最後 に全員か英語で証て きる よ う に な

り， 「デー トの仕方」で はそ の楽 しさを覚 え

「ダンス」で は今 まで知 らなか った ものを習

得 した。

自分 たちの手て作 った料理 でデ ィラーパー

ティーを し，歌 を歌 い，踊 り， スポーツを し

そ してみな同 じ場所 で寝 むる。 これか本 当の

兄弟 というものてあろ うか。彼 ら は 証 を し

た。本 当に一つ とな って ３日間を過 ごす こと

かて きた と。 これ らの証 はかれ らの道 しるべ

となり， 自ら歩 む大 いなる道 の光 となること

だ ろう。最後 にかれ らは口をそろ え て 言 っ

た。来 年 もせひ参加す る と。

ユ ース ・コンファレンスは人 を変 えた。

右上。キャンプファイヤ『

下 さあ，３日間かんばろう 右下 テ ィナーパーテ ィー
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